
１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○ ○

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入する
こと。

（注）

厚　生　労　働　大　臣　　殿

開設者名　学校法人　東邦大学　理事長　炭山　嘉伸

東邦大森院（総）第2025-74号

令 和 7 年 10 月 1 日

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ
科

10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

東邦大学医療センター大森病院業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

住所

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

氏名

〒143-8540　東京都大田区大森西5丁目21番16号

学校法人　　東邦大学

東邦大学医療センター大森病院

〒143-8541　東京都大田区大森西６丁目１１番１号

電話（　03　）3762　－　4151　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、そ
の診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（注）

（注）

脳神経内科 形成外科 美容外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

性病科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科
12放射線
科

診療実績

１精神科 2小児科 ３整形外科
４脳神経外
科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

療養 一般 合計

13放射線診断科 14放射線治療科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

916

精神 結核

（単位：床）

肛門科

36

気管食道科 リハビリテーション科 病理診断科

心療内科

2消化器外科 ３乳腺外科

外科

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

15麻酔科 16救急科

880

標榜している診療科名について記入すること。

感染症



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

436 26 451.5 3 0

5 0 5.0 15 98

68 1 68.9 5 0

226 0 226 7 0

84 1 84.6 0 0

718 15 726.8 22 5

2 0 2.0 1 44

5 2 5.2 0 109

16 0 16.0 59 9

７　専門の医師数

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 7 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

人

人

人

人

（注）

臨床工学士

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の
員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれ
の員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

看護師 医療社会事業従事者

視能訓練士

義肢装具士助産師

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 17

合計

9

8

7

6

13

3

6

226

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

70

37

5

25

5

15

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　　酒井　謙　　　　　　） 任命年月日

クオリティーマネージャー
医療の質会議への出席、医療安全管理委員会への助言
管理者任期は1期3年間であり、令和6年10月1日現在、1期目2年目であります。

歯科等以外 歯科等 合計

（注）

654.2

1,497

入院985.0　剤　　外来151.7剤

152.36

4

21

374.08必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

650.6

1,463.4

3.6

33.6



10　施設の構造設備

9 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

615.32 ㎡ （主な設備）

216.56 ㎡ （主な設備）

451.79 ㎡ （主な設備）

93.84 ㎡ （主な設備）

74.93 ㎡ （主な設備）

342.56 ㎡ 室数 室 人

72.21 ㎡ 室数 室
冊
程
度

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

（注）

（注）
1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

委員の要件
該当状況

福島　靖正
国立保健医療科学院

名誉院長（医師）

医療安全に係る安全管
理に関する識見を有する

者

医療に係る安全管理又は法
律に関する識見を有する者
その他の学識経験を有する

者

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由
利害
関係

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入する
こと。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の
二の算定式に基づき算出すること。

（注）

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
246.69 鉄骨鉄筋

コンクリート造
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

床面積
無菌病室等

台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

生化学検査装置

微生物検査装置・顕微鏡

床面積

共用する室名

1

収容定員

蔵書数

198

1,230

病床数 864.2

7

算出
根拠

顕微鏡

解剖台

クリーンベンチ・CO2インキュベーター

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 76.8 逆紹介率 60.2

1

25,055

21,745

2,662

36,095

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

32.8



無

無

有

有

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

病院のウェブサイトにて、規定等を公表
https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/evaluation/audit.html

有

有

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

渡邉　善則
令和6年7月1日～

東邦大学　学長（医師）
医療に関する識見を

有する者

医療に係る安全管理又は法
律に関する識見を有する者
その他の学識経験を有する

者

（注）

池田　隆徳 東邦大学　医学部長（医師）
医療に関する識見を

有する者

医療に係る安全管理又は法
律に関する識見を有する者
その他の学識経験を有する

NHKチーフ・プロデュー
サー

医療メディアに関する識
見を有する者

医療を受ける者その他の医
療従事者以外のもの

小西　貞行
小西貞行法律事務所

（弁護士）
法律に関する識見

を有する者

医療に係る安全管理又は法
律に関する識見を有する者
その他の学識経験を有する

者

岩本　裕



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

50人

21人

14人

14人

1人

1人

30人

21人

17人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0

169人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

子宮内膜擦過症

二段階胚移植

膜構造を用いた生理学的精子選択術

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮内細菌叢検査２

子宮内膜刺激術

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法）

子宮内膜受容能検査１

子宮内細菌叢検査１

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ハイパードライヒト乾燥羊膜を用いた外科的再建術　再発翼状片（増殖組織が角膜輪部を超えるものに限
る。）

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 インターベンションによる術後、産後の止血 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 強度変調放射線治療 取扱患者数 60

当該医療技術の概要

医療技術名 心肺停止症例に対する対応及び蘇生後管理、治療 取扱患者数 100

当該医療技術の概要

医療技術名 急性肺障害に対するVV-ECMOを用いた管理、治療 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 敗血症性ショック、心原性ショックにおける体外循環（ECMO、IABP） 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 出血性ショックに対する血管内治療 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔内出血及び骨盤骨折に対する大動脈遮断カテーテル管理 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 重症敗血症に対する病態対応、治療 取扱患者数 20

人工呼吸器、呼吸理学療法を用いても改善不能な急性呼吸不全に対して、VV-ECMOによる支持療法で薬
物療法を併行して行いながら重症ARDSに対して治療をおこなっている。COVID19流行に伴い昨年度より増
加している。

敗血症に対してはvolume ｒｅｓｕｓｉａｔｉｏｎを行い加療している。カテコラミンに反応しない症例に対して機械的補
助としてVA-ECMO（PCPS）を導入し治療をしている。また、急性冠症候群、難治性心室細動に対してPCPS、
IABPを挿入しCAG、PCI、その後の集中治療管理につなげ社会復帰できるよう治療している。

不安定型骨盤骨折、外傷性脾損傷、腎損傷など外傷を主に血管内治療が可能な損傷に対して気管挿管し呼
吸管理をしながら血管内治療を施行し、出血のコントロールをおこなっている。

ショックを呈した横隔膜以下の外傷による出血性臓器損傷や腹部大動脈瘤破裂に対して血管内治療、手術に
移行するまでのバイタル維持のために救急外来で挿入している。

高度の医療の提供の実績

外科術後、産後等で腹腔ない、骨盤内出血があり、外科的な処置が困難である場合、血管造影にて出血部を同定し、カ
テーテル操作にて選択的に出血の責任血管の塞栓術を行っている。開腹による外科的手法より患者への侵襲性が低い。

放射線治療の一種で、放射線の照射中に、照射野内の放射線の強さに強弱をつけ、腫瘍に対して集中的に照射を行っ
ている。以前は前立腺がん、頭頸部がんや脳腫瘍を主な対象としていたが、適応を広げ、婦人科癌や直腸癌などの骨盤
部への照射、肺癌など、他の部位の治療にも用いている。

東京消防庁のホットライン要請による病院前心肺停止例を２４時間体制で受け入れ、二次救命処置による。蘇生術を行い
心拍再開例については引続き集中治療を行い完全社会復帰を目標に行っている。低体温療法も適応によって導入して
いる。

（様式第2）



当該医療技術の概要

医療技術名 急性薬物中毒における管理、治療 取扱患者数 80

当該医療技術の概要

医療技術名 重症熱傷に対する管理、治療 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 気道狭窄に対するインターベンション治療 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 中等症以上のCOPD合併肺癌および続発性気胸に対する手術療法 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 間質性肺炎合併肺癌に対する手術療法 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名 局所進行肺癌に対する術前療法後の拡大手術 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下縦隔腫瘍手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 気管支鏡検査 取扱患者数 550

当該医療技術の概要

重症敗血症治療は呼吸・循環管理、抗菌薬投与などの集学的治療を行う必要がこの重症敗血症の患者血清
から急性酸化ストレスマーカーを測定

一般中毒はもとより、自家製の青酸中毒キット、アセトアミノファン中毒キットを常備し、中毒物値をモニターしな
がら治療法を選択し、特殊な急性中毒に対処 している。

BSA20％以上あるいは気道熱傷合併症例など重症熱傷に対して就学的な治療をおこなってる。初期よりデブリドマンを施
行し自家皮膚培養も積極的におこない治療をおこなっている。

気管・気管支の腫瘍性あるいは炎症性狭窄に対するインターベンション療法（気道ステント・レーザー焼灼・バルーン拡
張・硬性気管支鏡）である。当科は、全国的にも数少ない硬性気管支鏡を有する施設であり、安全かつ高難度の処置が可
能である。

一般に積極的治療対象とならない中等症以上のCOPDを合併した肺癌症例や続発性気胸に対し、外科的治療を安定し
て行っている。

一般に積極的治療対象とならない間質性肺炎合併肺癌に対し、肺切除術を安定して行っている。

従来は根治的手術の適応とならなかった局所進行肺癌に対する術前療法実施後、血管形成・気管支形成を
伴う根治的拡大手術を積極的に実施している。

低侵襲医療支援ロボットを用いた縦隔腫瘍手術を行っている。

肺癌の確定診断、肺炎の起炎菌検索、間質性肺炎の診断などを目的として、気管支洗浄、気管支肺胞洗浄、鉗子生検、
などの手技を行う。患者苦痛度の軽減のため、適宜、心電図や酸素飽和度をモニタリングしながら鎮静薬を使用し、全身
管理を行う。



医療技術名 ガイドシース併用超音波ガイド下経気管肺生検 取扱患者数 200

当該医療技術の概要

医療技術名 仮想気管支鏡 取扱患者数 100

当該医療技術の概要

医療技術名  超音波気管支鏡下穿刺吸引生検（EBUS-TBNA) 取扱患者数 80

当該医療技術の概要

医療技術名 迅速細胞診（ROSE) 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 経気管支凍結生検 (クライオ生検） 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

医療技術名 局所麻酔下胸腔鏡検査 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 3次元実態モデルによる手術シミュレーション 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 双胎間輸血症候群に対する内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術 取扱患者数 32

当該医療技術の概要

医療技術名
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

取扱患者数 0

当該医療技術の概要

特に末梢肺病変の患者の場合は、気管支の枝読みが複雑となり困難であるため診断率が低い。胸部CTの薄
切画像から３次元の仮想気管支鏡を作成することで、気管支の正しい道筋を知ることができ、診断率向上に寄
与する。さらにラジアル型超音波と併用することでさらなる診断率の向上が期待できる。

コンベックス型プローブを先端に内蔵した超音波気管支鏡を用いて、縦郭リンパ節を描出し、針や鉗子を用い
て生検を行う。リアルタイムにリンパ節を確認しながら針を挿入できるため、血管を避けたり特定の位置をねらっ
た検体採取が可能となる。

EBUS-TBNAや生検検体を、スライドに塗布しディフクイック染色を行い、その場で迅速細胞診による診断を行
う。検体や標本の適切性や部位の選択に有用である。当科では病理診断科と協力し迅速細胞診を行ってい
る。

凍結生検(クライオ生検)とは、凍結剤(二酸化炭素)で冷却したプローブを肺組織に接触させることにより、気管支・肺抹消
組織及び、気管支内の異物を凍結させ、組織の採取及び異物除去を行うことができます。

局所麻酔下に肋間を切開、剥離、ポートを挿入後に、セミフレキシブル胸腔鏡を用いて胸腔内を観察する。低
侵襲で行えるため、悪性胸水や原因不明の胸水の診断に有用である。胸水が少ない症例にも可能であり、胸
膜病変の存在が疑われる患者を対象としておこなっている。

顎顔面外傷や変形症の手術において、CTからの３D構築を用いた実態モデルを用いて、術前にプレートを準備したり、手
術のシミュレーションを行った

生命予後・神経学的発達予後不良な双胎間輸血症候群に対して、子宮内に内視鏡を挿入し、一絨毛膜胎盤の吻合血管
を凝固する方法である。本院は当該治療の拠点病院であり、関東一円から患者紹介を受け入れており、近年では我が国
で最も多い患者数の実績である。

子宮体癌に対し、従来の開腹手術と同等の根治性を保ちつつ、侵襲を低減し術後回復を促進する。3D／高解像度内視
鏡により、腫瘍周囲組織の微細な解剖学的関係が把握しやすく、

気管支鏡を誘導後に、ラジアル型超音波を用いて肺野の結節を描出する。リアルタイムな位置確認をおこないながら生検
を行うことで、生検による診断率を向上させることができる検査方法である。



医療技術名 ロボット支援下仙骨膣固定術 取扱患者数 37

当該医療技術の概要

医療技術名 卵巣組織の凍結・凍結保存、卵巣組織の融解移植 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

医療技術名 冠動脈インターベンション（PCI） 取扱患者数 375

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的末梢動脈形成術（EVT） 取扱患者数 167

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的大動脈弁置換術（TAVI） 取扱患者数 72

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的僧帽弁クリップ術（MitraClip） 取扱患者数 16

当該医療技術の概要

医療技術名 カテーテルアブレーション 取扱患者数 359

当該医療技術の概要

医療技術名 植込み型除細動器手術（ICD・S-ICD) 取扱患者数 19

当該医療技術の概要

重症の大動脈弁狭窄症に対する治療において、高齢者や合併症を有する症例では危険度が高く施行できな
い症例も多く存在する。こうした症例に対して、開胸術を要さずカテーテルを用い大動脈弁を留置する方法を
選択している。これが経皮的大動脈弁置換術（TAVI）である。主に高齢で手術適応とならない症例に対して
行っている。

重症の僧帽弁閉鎖不全症に対する治療において高齢者や合併症を有する症例では危険度が高く施行でき
ない症例も多く存在する。こうした症例に対して、カテーテルを用いクリップで2つの僧帽弁をはさみ、弁逆流を
軽減させる方法を選択している。これが経皮的僧帽弁クリップ術（MitraClip）である。主に開胸術を行えない症
例に対して行っている。

電極カテーテルを心腔内に挿入し、頻拍の原因となる異常興奮発生部位、異常興奮旋回路・伝導路を選択
的に焼灼する治療法である。心房細動、心房粗動、発作性上室頻拍、心室頻拍など頻脈性不整脈に対する
根治目的で実施している。現在では、クライオ（冷凍凝固）やレーザーなどの新しいエネルギーを用いた治療
法も数多く行っている。

心室細動や心室頻拍などの心室性不整脈による心臓突然死の予防目的で用いられる。電極カテーテルを心
腔内に挿入し、デバイス本体は前胸部の皮下に埋め込む（ICD）。電極カテーテルを皮下に植え込む方法もあ

末梢動脈にステントを留置して血行再建を行う方法であるが、ステント留置に適さない病変に対してはバルーンによる血管
拡張、薬剤溶出性バルーンを用いて加療を行っている。下肢動脈が主な対象となるが、その他に鎖骨下動脈や腎動脈な
どの末梢動脈に対しても同治療を行っている。末梢動脈内に留置する筒状の金属は、数種類のステントが臨床使用され
ている。

多関節アームによる自由で精緻な腹腔内操作が可能となり、術者の手ぶれや疲労を軽減する。

骨盤臓器脱（子宮脱・膀胱瘤等）に対し、仙骨腟固定術をロボット支援下で行うことで、低侵襲かつ高度な視
野制御を実現し、再発リスク・神経障害リスクの低減を図る。昨年度は35例程度の施行実績があり、手術支援
機器の増加に伴い、今後も症例数の増加が見込まれる。

通常の生殖補助医療では卵子凍結が困難な若年の悪性腫瘍患者に対して、妊孕性温存を目的として卵巣を摘出し、そ
の組織を凍結保存する技術が卵巣組織凍結である。
本院リプロダクションセンターでは、がん・生殖医療の一環として本技術を導入しており、該当患者がいた場合には速やか
に対応することが可能である。

冠動脈インターベンション（ＰＣＩ）は、狭心症や心筋梗塞などの虚血性心疾患の中心的治療法であり、特に急性心筋梗塞
では本治療法による迅速な血流再開が必要である。冠動脈内に筒状の金属を留置する方法であり数種類のステントが臨
床使用されている。加えて、血栓吸引療法やロータブレータ、IVLなどの高度な治療法も数多く行っている。



医療技術名 心臓再同期療法手術（CRT・CRT-D） 取扱患者数 19

当該医療技術の概要

医療技術名 左心耳閉鎖デバイス（Watchman）留置術 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名  経カテーテル的大動脈弁置換術 取扱患者数 50

当該医療技術の概要

医療技術名 複雑心奇形に対する低侵襲外科手術 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児重症心疾患の内科的管理及び外科治療 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 胸腔鏡補助下弁手術 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名 補助循環用ポンプカテーテル 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名 体外式補助人工心臓 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児の体腔穿刺 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

ECMO、Impella等の循環補助デバイスからの離脱が困難な超重症心不全患者に対し、体外式補助人工心臓
を留置することで離床を可能とする。

腔内に挿入し、デバイス本体は前胸部の皮下に埋め込む（ICD）。電極カテーテルを皮下に植え込む方法もあ
る（S-ICD）。心肺蘇生経験例のみならず、心臓突然死の危険性があると判断された症例においても使用して
いる。

薬剤抵抗性の重症心不全患者に対して適応があり、心機能の改善目的で使用される。経静脈的に電極カ
テーテルを心腔内に挿入し、デバイス本体は前胸部の皮下に埋め込む。同時に危険な心室性不整脈による
心臓突然死をきたす可能性がある症例においては、除細動機能付きのデバイス（CRT-D）も使用している。

心房細動患者では、左心耳に血栓が形成され、それが遊離することで、重篤な心原性脳塞栓症を発症する。通常は、経
口抗凝固薬を投与して予防するが、出血傾向の高い患者においては、長期に渡って経口抗凝固薬服用することができな
い。そのような症例において、左心耳閉鎖デバイス（Watchman）を実施している。

超高齢者、重度基礎疾患、胸部大動脈高度石灰化を有するなど、人工心肺を用いた通常の開胸手術に耐えられない症
例に対し、人工心肺を用いず鼠径部の動脈を経由し経カテーテル的に行う大動脈弁置換術。

チアノーゼまたは重症心不全を呈する新生児早期の先天性心疾患に対するPGE1製剤などによる内科的治療
及び新生児早期の開心術、短絡術を随時施行している。

胸腔鏡補助下右開胸による心臓弁手術は、従来の胸骨正中切開に比べ、傷口が目立たない、剥離が少ないので出血が
少ない、縦郭洞炎のリスクがない、在院日数が短い、退院後の活動制限が少ない、早期社会復帰が可能になるなどの優
位性がある。僧帽弁手術、大動脈弁手術の単弁手術で複合手術を伴わない症例や、心房に存在する心臓腫瘍に適応さ
れる。

補助循環用カテーテルは左室内にカテーテルを留置し、左室からの血液を大動脈から全身に順行性に拍出
することができる。そのため、人工心肺と同等の循環補助機能を持ち、かつ、心負荷軽減および心機能改善を
期待することができ、心原性ショックを伴う重症心不全が適応となっている。



医療技術名 新生児重症心疾患の内科的管理及び外科的治療 取扱患者数 32

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児遷延性肺高血圧症における一酸化窒素吸入療法 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

医療技術名 肺サーファクタント補充療法 取扱患者数 42

当該医療技術の概要

医療技術名 気管支肺異形成症・気胸予防に対する高頻度振動換気療法 取扱患者数 21

当該医療技術の概要

医療技術名 未熟児動脈管開存症に対する薬物的閉鎖療法 取扱患者数 19

当該医療技術の概要

医療技術名 臍動静脈脈カテーテルによる循環の管理 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児重症外科的疾患の治療ならびに管理 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 水頭症に対するリザーバ留置術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

新生児気胸に対する脱気、胸水腹水に対するドレナージ治療を行った

チアノーゼまたは重症心不全を呈する新生児早期の先天性心疾患に対するPGEl製剤などによる内科的治療
及び新生児早期の開心術､短絡術を随時施行している

新生児遷延性肺高血圧症に対し､微量のNOガスを投与した

新生児呼吸窮迫症候群に対し､気管内人工肺サーファクタンド補充療法を行った

気管支肺異形成症・気胸予防に対し高頻度振動換気療法を行った

未熟児動脈管開存症に対し､心エコー検査で評価した後イブプロフェン、インドメタシン静注療法で閉鎖させ
た

臍動脈にカテーテルを挿入し､動脈圧を常時モニター、臍静脈からの循環作動薬を用いて7重症新生児の循環管理を行
い予後を改善した

先天的形態異常に基づく、新生児の消化器､呼吸器､体壁などの重症疾患を手術的に救命し､術後の管理を行う

出血後水頭症に対し､リザーバ留置による治療を行った



医療技術名
中心静脈カテーテール(臍静脈カテーテルを含む)による高カロリー輸
液

取扱患者数 133

当該医療技術の概要

医療技術名
未熟児網膜症に対するレーザーによる光凝固療法・眼内抗VGF抗体
注射

取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 重症新生児仮死例に対する低体温療法 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 胎児(心臓)超音波検査 取扱患者数 173

当該医療技術の概要

医療技術名 aEEG(長時間脳波)による新生児けいれんの記録解析 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名
当該医療技術の概要：筋萎縮性側鎖硬化症患者に対するロボットリハ
ビリ（HAL）

取扱患者数
40

当該医療技術の概要

医療技術名 レボドパ・カルビドパ配合経腸用液の経胃瘻空腸投与 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 血液型不適合腎移植 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 既存抗体陽性腎移植 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

胎児心臓超音波検査などにより　正確な胎内診断に基づく出生後の管理につなげた

重症新生児仮死や新生児けいれんに対して発作型や治療効果判定に応用した

2018年8月より、筋萎縮性側索硬化症ならびに球脊髄性筋萎縮症患者に対してhybrid assited limb (HAL)というサイボー
    グ治療ををリハビリテーション科と共同で行っている。

当該医療技術の概要：パーキンソン病患者に対して、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を経胃瘻空腸投与する
ことを目的とした、経鼻栄養・薬剤投与チューブ挿入術、薬剤投与用胃瘻造設術、およびチューブ交換時の
経管栄養・薬剤投与用カテーテル交換法

血液型抗体価を有し、脱感作を行う腎移植

重症仮死例に早期より低体温療法を行い予後の改善をはかる

中心静脈カテーテル(臍静脈カテーテルを含む)を挿入し､高カロリー輸液を実施することにより､低栄養状態を改善させた

重症の未熟児網膜症に対し､眼科と協力してレーザーによる光凝固療法を実施して､失明を予防した



医療技術名 小児腎移植 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 遠心分離血漿交換 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡下椎間板摘出術 取扱患者数 38人

当該医療技術の概要

医療技術名 脊椎固定術 取扱患者数 196人

当該医療技術の概要

医療技術名 コンピュータナビゲーションシステムの使用 取扱患者数 50人

当該医療技術の概要

医療技術名 自己血回収・輸血 取扱患者数 150人

当該医療技術の概要

医療技術名 人工関節置換術 取扱患者数 299人

当該医療技術の概要

医療技術名 関節リウマチに対する生物学的製剤治療 取扱患者数 180人

当該医療技術の概要

膝、股、肩、足、肘、指関節の変形性変化による疼痛、可動域制限等に対してQOLの向上を目的として人工
関節置換術を行い良好な成績を得ている。

関節リウマチの関節炎には炎症性サイトカイン（Il-1,IL-6,TNF-α72など）が大きくかかわっていることが知られ
ている。近年、関節リウマチの治療法として、これらの炎症性サイトカインに対する生物学的製剤が臨床応用さ
れている。従来の抗リウマチ薬に抵抗性の関節リウマチ患者に対して生物学的製剤を用い治療している。

輸血をすることが予測される患者に対して、感染症の予防、輸血量削減を目的に手術中より自己血回収装置
を使用している。人工関節置換術後のドレーン血も自己血回収装置を使用し回収しているが、有用な方法で
ある。

既存抗体を有し、脱感作を行う腎移植

20歳未満の腎移植

遠心分離血漿交換

腰椎椎間板ヘルニア症例に対して、低侵襲化を目指し、内視鏡視下にヘルニア腫瘤の摘出を行っている。

脊椎変形の不安定性に対して、ケージとスクリューロッドを用いて脊椎を固定し、術前症状の改善を図っている。

脊椎インストゥルメンテーション手術時に個々に最も適したスクリューインプラントの設置を行うため、コンピュー
タ計測をもとにスクリュー刺入を正確に行うためにナビゲーションシステムを使用している。



医療技術名 Early Psychosis Unit　（イルボスコ） 取扱患者数 約40人

当該医療技術の概要

医療技術名 クロザピン処方 取扱患者数 約30人

当該医療技術の概要

医療技術名 修正型電気痙攣療法 取扱患者数 約140人

当該医療技術の概要

医療技術名 光トポグラフィー 取扱患者数 約40人

当該医療技術の概要

医療技術名 持続グルコースモニタリング（CGM：Continuous Glucose Monitoring） 取扱患者数 171

当該医療技術の概要

医療技術名 SAP (Sensor Augmented Pump) 療法 取扱患者数 21

当該医療技術の概要

医療技術名 甲状腺穿刺吸引細胞診 取扱患者数 107

当該医療技術の概要

医療技術名 選択的副腎静脈サンプリング法（adrenal venoussampling；AVS) 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 甲状腺アイソトープ治療 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

既存の統合失調症の診断基準において、陽性症状が出現した時期が発症の時期とされている。しかし、その数年前から
すでに社会機能の低下や陰性症状、さらには、脳の形態学的変化も生じることが知られている。そのため、近年、精神病
前駆状態や病前期についてのサブクルニカル水準での介入が必要であると考えられている。当院イルボスコでは日本国
内で、他に先駆け早期介入を行い対象者の精神病発症の予防や支援を行っている。

クロザピンは、治療抵抗性統合失調症に対し極めて有用な治療法であるが、血球障害や心筋炎をはじめとする重篤な副
作用が起きる可能性も極めて高い。したがって、高度なスキルを有する精神科医のみならず、血液内科医、糖尿病専門医
が居り、互いに密な連携が可能な医療機関でのみ処方が許可されている。当科ではこれらの診療科と連携し治療抵抗性
統合失調症患者にクロザピンの処方を行っている。

電気けいれん療法は、前頭部に通電することで人為的にけいれん発作を誘発する治療法である。電気療法は薬剤抵抗
性のうつ病などに対して極めて有効であるが、けいれん発作による、循環状態への影響や骨折の影響が生じる恐れがあ
る。そのため当科では、麻酔科と協力し麻酔下で人工呼吸等を含めた呼吸管理、循環動態の観察を行いながら安全に通
電する修正型電気けいれん療法を行っている。

光トポグラフィーは、近赤外光を用いて脳の活動状態を可視化する検査技術である。頭に装置を装着し、安全
な近赤外光を当てて脳の血流量の変化を測定し、脳のどの部分が活動しているかを調べる。身体への負担が
少なく、うつ病、双極性障害、統合失調症の鑑別診断の補助などに活用している。

皮下組織に専用のセンサを装着して、皮下の間質液中の糖濃度（間質グルコース値）を持続的に測定するこ
とで、非接触型リーダーによって1日の血糖変動を確認することができる技術。

パーソナル持続血糖モニター機能を搭載したインスリンポンプ療法で、目標血糖値に合わせ基礎インスリン注
入量を自動的に調整できるシステム。

超音波ガイド下に甲状腺腫瘍性病変などの位置を確認しながら、細い注射針で病変部を刺して直接細胞を
吸い出し、顕微鏡で観察して良性か悪性かを判断する検査方法。

副腎静脈サンプリングの際に副腎内支脈別採血を行うことによる、原発性アルドステロン症における責任病変
の局在診断法であり、手術適応か否か判断する技術。

甲状腺疾患（特にバセドウ病や甲状腺がん）の治療法の一つで、放射性ヨウ素（131I）をカプセルとして内服す
ることで、甲状腺内部から放射線を照射する治療



医療技術名
三次元合成画像および３Dプリンターによる立体模型を用いた手術シ
ミュレーション

取扱患者数 35

当該医療技術の概要

医療技術名 脳血管内手術 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

医療技術名 術中脳機能モニタリング 取扱患者数 50

当該医療技術の概要

医療技術名 神経内視鏡 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 ３Dプリンターによる実体モデルを用いた手術シミュレーション 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 重症自己免疫水疱症の集学的治療 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 パッチテスト 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 先天性表皮水疱症の超微細形態学的病型診断 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 加算的平均心電図（LP） 取扱患者数 99

当該医療技術の概要

開頭手術困難な脳動脈瘤に対して、ステントを用いた脳血管内治療を行う。

開頭手術や脊髄腫瘍手術時において、神経症状の変化を観察可能な装置として、MEP（motor evoked
potentials: 運動誘発電位）・SEP（somatosensory evoked potentials: 体性感覚誘発電位）といった術中モニタリ
ングシステムを用いる。

当該医療技術の概要：神経内視鏡として硬性鏡、軟性鏡を用いて、下垂体腺腫の手術を行った。また、脳内
血腫に対しても用いている。

当該医療技術の概要：前述の三次元合成画像の作成方法と同様に、頭部MRI、CT、DSAの画像データを用いて、三次元
合成画像を作成したのち、頭蓋底腫瘍など、特に解剖学的所見の立体的特徴の把握が重要な症例には、３Dプリンター
で実体模型を作製し、術前シミュレーションを行った。また、必要に応じて研究室内の手術用顕微鏡およびドリルを用い
て、実際の手術手技を行った。

重症天疱瘡、類天疱瘡に対し、ステロイド大量療法が効果不十分である場合に、免疫抑制療法、血漿交換療法、大量免
疫グロブリン静注療法を行い効果を上げている。

当科では、スタンダードシリーズによる抗原検索のみならず、成分分析に基づく成分パッチテストを施行し、より
詳細な原因特定を行い、患者さんのみならず社会にアレルゲンの動向を追究することにより貢献している。

先天性表皮水疱症は、本邦で1,000人程度の患者数の稀な疾患である。生検皮膚を用いたモノクローナル抗
体による蛋白発現の検索および電子顕微鏡による超微細形態観察による病型診断を行っている。

心室細動、心室頻拍、発作性心房細動などの重症不整脈が出現する可能性を診断するために、心房、心室の遅延電位
を計測する。

頭蓋底外科を要する脳腫瘍症例に対して、術前に三次元合成画像および３Dプリンターによる立体模型を作成し、手術シ
ミュレーションを行う。

ることで、甲状腺内部から放射線を照射する治療



医療技術名 超音波造影剤（ｿﾅｿﾞｲﾄﾞ/ﾚﾎﾞﾋﾞｽﾄ）を用いた超音波検査 取扱患者数 742

当該医療技術の概要

医療技術名
超音波機器を用いてのマイクロ波（PMCT）、ラジオ波（RFA、RITA）で
の肝腫瘍治療

取扱患者数 14

当該医療技術の概要

医療技術名 睡眠障害に対する終夜睡眠ポリグラフ検査 取扱患者数 85

当該医療技術の概要

医療技術名
術中脳脊髄機能モニタリングとしてＡＢＲ,ＳＳＥＰ,ＭＥＰの誘発電位記
録

取扱患者数 81

当該医療技術の概要

医療技術名 経食道心臓超音波検査（テポテ中含む） 取扱患者数 495

当該医療技術の概要

医療技術名 睡眠潜時反復測定法（ＭＳＬＴ） 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 光トポグラフィー 取扱患者数 38

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 92

取扱い患者数の合計（人） 6,412

先天性疾患、弁膜症、人工弁置換術后、左心耳内血栓など通常の経胸壁エコー検査では、詳細な情報が得
られない場合、経食道的アプローチは有用となる。

客観的な日中の過度の眠気測定、特にナルコレプシーの補助診断のため、脳波記録を2時間ごとに繰り返し
行い、眠りにつくまでの時間とそれに伴う臨床症状を記録する。

うつ症状における原因疾患の鑑別、脳神経外科術前における言語優位半球の同定、てんかん焦点の推定に有用。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

ＡＢＲ,ＳＳＥＰ,ＭＥＰの誘発電位記録を脳脊髄手術中に行い術後の神経欠落症状の出現を防ぐ。

を計測する。

超音波造影剤（ｿﾅｿﾞｲﾄﾞ/ﾚﾎﾞﾋﾞｽﾄ）を用いた消化器系腫瘍の質的診断と腫瘍凝固療法等の治療後効果判定
やびまん性肝疾患（肝炎・肝硬変）の進行度評価法の検討。

超音波機器を用いてのマイクロ波（PMCT）、ラジオ波（RFA、RITA）での経皮的肝腫瘍の治療。

終夜約8時間の脳波を含むポリグラフ記録を行い、不眠、過眠などの睡眠障害および睡眠随伴性の診断を行
う。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

1 球脊髄性筋萎縮症 11 64 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1

2 筋萎縮性側索硬化症 112 65 甲状腺ホルモン不応症 1
3 脊髄性筋萎縮症 4 66 先天性副腎皮質酵素欠損症 3
4 原発性側索硬化症 3 67 アジソン病 2
5 進行性核上性麻痺 7 68 サルコイドーシス 45
6 パーキンソン病 153 69 特発性間質性肺炎 106
7 大脳皮質基底核変性症 5 70 肺動脈性肺高血圧症 40
8 ハンチントン病 1 71 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 30
9 シャルコー・マリー・トゥース病 4 72 リンパ脈管筋腫症 2
10 重症筋無力症 64 73 網膜色素変性症 21
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 54 74 特発性門脈圧亢進症 4

12
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
8 75 原発性胆汁性胆管炎 33

13 封入体筋炎 1 76 原発性硬化性胆管炎 12
14 クロウ・深瀬症候群 1 77 自己免疫性肝炎 32
15 多系統萎縮症 18 78 クローン病 96
16 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 16 79 潰瘍性大腸炎 279
17 ライソゾーム病 2 80 好酸球性消化管疾患 1
18 副腎白質ジストロフィー 1 81 若年性特発性関節炎 4
19 ミトコンドリア病 2 82 先天性ミオパチー 2
20 もやもや病 10 83 筋ジストロフィー 17
21 進行性多巣性白質脳症 1 84 脊髄髄膜瘤 1
22 全身性アミロイドーシス 19 85 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1
23 神経線維腫症 2 86 ＰＣＤＨ19関連症候群 1
24 天疱瘡 7 87 先天性魚鱗癬 2
25 表皮水疱症 29 88 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 17
26 膿疱性乾癬（汎発型） 4 89 特発性後天性全身性無汗症 1
27 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 90 眼皮膚白皮症 1
28 高安動脈炎 21 91 ウィルソン病 7
29 巨細胞性動脈炎 10 92 ウィリアムズ症候群 1
30 結節性多発動脈炎 12 93 ヌーナン症候群 1
31 顕微鏡的多発血管炎 39 94 修正大血管転位症 1
32 多発血管炎性肉芽腫症 19 95 完全大血管転位症 1
33 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 39 96 単心室症 2
34 悪性関節リウマチ 12 97 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 2
35 バージャー病 2 98 ファロー四徴症 6
36 原発性抗リン脂質抗体症候群 5 99 両大血管右室起始症 3
37 全身性エリテマトーデス 298 100 アルポート症候群 3
38 皮膚筋炎／多発性筋炎 112 101 急速進行性糸球体腎炎 2
39 全身性強皮症 93 102 一次性ネフローゼ症候群 66
40 混合性結合組織病 37 103 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 3
41 シェーグレン症候群 59 104 紫斑病性腎炎 5
42 成人発症スチル病 32 105 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2
43 再発性多発軟骨炎 3 106 偽性副甲状腺機能低下症 1
44 ベーチェット病 63 107 脳腱黄色腫症 1
45 特発性拡張型心筋症 20 108 脂肪萎縮症 1
46 肥大型心筋症 5 109 強直性脊椎炎 23
47 拘束型心筋症 1 110 骨形成不全症 2
48 再生不良性貧血 17 111 後天性赤芽球癆 2
49 自己免疫性溶血性貧血 4 112 エプスタイン症候群 3
50 発作性夜間ヘモグロビン尿症 4 113 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1
51 免疫性血小板減少症 38 114 クロンカイト・カナダ症候群 1

52 原発性免疫不全症候群 6 115
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
1

53 ＩｇＡ腎症 45 116 胆道閉鎖症 5
54 多発性嚢胞腎 54 117 ＩｇＧ４関連疾患 23
55 黄色靱帯骨化症 12 118 黄斑ジストロフィー 1
56 後縦靱帯骨化症 50 119 アッシャー症候群 1
57 広範脊柱管狭窄症 2 120 遅発性内リンパ水腫 1
58 特発性大腿骨頭壊死症 25 121 好酸球性副鼻腔炎 127
59 下垂体性ＡＤＨ分泌異常症 12 122 前眼部形成異常 1
60 下垂体性ＰＲＬ分泌亢進症 3 123 無虹彩症 1

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績　　
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績　　
（様式第2）

61 クッシング病 1 124 特発性多中心性キャッスルマン病 6
62 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 4 125 ネフロン癆 2
63 下垂体前葉機能低下症 43 126

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 125
合計患者数（人） 2,807



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・歯科外来診療環境体制加算2

　・特定機能病院入院基本料（一般7対1、精神7
対1）

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算 　・診療録管理体制加算

　・医師事務作業補助体制加算1（25対1）
　・急性期看護時補助体制加算（25対1　5割以
上）

　・看護職員夜間配置加算（12対1　配置加算1）   ・急性期看護補助体制充実加算

　・療養環境加算 　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算1・2 　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算 　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算 　・栄養サポートチーム加算

　・医療安全対策加算1 　・感染防止向上加算

　・がん診療連携拠点病院加算 　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算 　・呼吸ケアチーム加算

　・後発医薬品使用体制加算1 　・病棟薬剤業務実施加算1・2

　・データ提出加算2 　・入退院支援加算

　・認知症ケア加算1 　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算 　・精神科急性期医師配置加算2のイ

　・地域医療体制確保加算 　・救命救急入院料3・4

　・特定集中治療室管理料2 　・ハイケアユニット入院医療管理料1

　・総合周産期特定集中治療室管理料1・2 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料1 　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

　・重症患者初期支援充実加算 　・術後疼痛管理チーム加算

　・医療DX推進体制整備加算 　・歯科外来診療医療安全対策加算2

　・歯科外来診療感染対策加算3 　・バイオ後続品使用体制加算

　・精神科入退院支援加算 　・入院栄養管理体制加算

　・小児緩和ケア診療加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

ウイルス疾患指導料 喘息治療管理料

糖尿病合併症管理料 がん性疼痛緩和指導管理料

がん患者指導管理料 外来緩和ケア管理料

移植後患者指導管理料 糖尿病透析予防指導管理料

糖尿病合併管理料 地域連携夜間・休日診療料

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 地域連携小児夜間・休日診療料２

院内トリアージ実施料 外来放射線照射診療料

ニコチン依存症管理料
療養・就労両立支援指導料の注3に規定す
る相談支援加算

がん治療連携計画策定料 ハイリスク妊産婦連携指導料１.2

外来腫瘍化学療法診療料1 連携充実加算(外来腫瘍化学療法診療料)

外来腫瘍化学療法診療料の注９に規定す
るがん薬物療法体制充実加算

救急患者連携搬送料

下肢創傷処置管理料 肝炎インターフェロン治療計画料

薬剤管理指導料 医療機器安全管理料１

医療機器安全管理料２ 医療機器安全管理料（歯科）

総合医療管理加算（歯科疾患管理料） 歯科治療時医療管理料

外来栄養食事指導料の注2
心臓ペースメーカー指導管理料の注5に規
定する遠隔モニタリング加算

導入期加算2及び腎代替療法実績加算 導入期加算3及び腎代替療法実績加算

外来栄養食事指導料の注3
透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾
過加算

一般不妊治療管理料 生殖補助医療管理料1

小児運動器疾患指導管理料 婦人科特定疾患治療管理料

腎代替療法指導管理料 精神科退院時共同指導料

慢性腎臓病透析予防指導管理料 ストーマ合併加算

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物
居住者訪問看護・指導料の注2

在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポ
ンプと連動する持続血糖測定器を用いる場
合）及び皮下連続式グルコース測定

骨髄微小残存病変量測定
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポ
ンプと連動しない持続血糖測定器を用いる
場合）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



腎代替療法実績加算 在宅患者訪問看護・指導料

遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸
療法指導管理料）

在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

染色体検査の注2に規定する基準 在宅血液透析指導管理料

遺伝学的検査
HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェ
ノタイプ判定）

抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗
HLA抗体（抗体特異性同定検査）

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液）

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 検体検査管理加算（Ⅳ）

検体検査管理加算（Ⅰ）
心臓カテーテル法による諸検査の血管内視
鏡検査加算

国際標準検査管理加算 胎児心エコー法

時間内歩行試験及びシャトルウォーキング
テスト

人工膵臓検査

ヘッドアップティルト試験 長期継続頭蓋内脳波検査

皮下連続式グルコース測定 脳波検査判断料１

光トポグラフィー 口腔細菌定量検査

終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下
で行うもの）

黄斑局所網膜電図

神経学的検査 ロービジョン検査判断料

小児食物アレルギー負荷検査 内服・点滴誘発試験

センチネルリンパ節生検（片側） 療養生活継続支援加算

がんゲノムプロファイリング検査 BRCA1／2遺伝子検査

遺伝カウンセリング加算 先天性代謝異常症検査

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 経気管支凍結生検法

ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージ
ング剤を用いた場合に限る）

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮
影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた
場合に限る。）

前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検
査融合画像によるもの）

画像診断管理加算2

画像診断管理加算１ CT撮影及びMRI撮影

ポジトロン断層撮影、ポジトロン断層・コン
ピューター断層複合撮影、ポジトロン断層・
磁気共鳴コンピューター断層複合撮影又は
乳房用ポジトロン断層撮影

心臓ＭＲＩ撮影加算

冠動脈ＣＴ撮影加算 乳房MRI撮影加算

小児鎮静下MRI撮影加算 血流予備量比コンピューター断層撮影

外傷全身CT加算 在宅患者訪問看護・指導料・注2

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 外来化学療法加算１

無菌製剤処理料 連携充実加算

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）



運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

がん患者リハビリテーション料 歯科口腔リハビリテーション料２

摂食機能療法の注3に規定する摂食嚥下
機能回復体制加算2

通院・在宅精神療法

認知療法・認知行動療法 精神科ショート・ケア「大規模なもの」

精神科デイ・ケア「大規模なもの」
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療
抵抗性統合失調症治療指導管理料に限
る。）

医療保護入院等診療料 硬膜外自家血注入

児童思春期精神科専門管理加算
エタノール局所注入（副甲状腺に対するも
の）

エタノール局所注入（甲状腺に対するもの） ＣＡＤ/ＣＡＭ冠

人工腎臓 人工膵臓療法

歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
組織拡張器による再建手術（一連につき）
（乳房（再建手術）の場合に限る。）

皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節
加算を算定する場合に限る。）

後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるも
の）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養
軟骨移植術に限る。）

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺
激装置交換術（便失禁）

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を
含む。）及び脳刺激装置交換術、脊髄刺激
装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺
激装置交換術（過活動膀胱）

内視鏡下筋層切開術
緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿
入術（プレートのあるもの））

羊膜移植術
内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔
手術）

緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレー
ン挿入術）

乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリン
パ節加算１又は乳がんセンチネルリンパ節
加算２を算定する場合に限る。）

乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（ＭＲＩによる
もの）

肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除
（横隔膜、心膜合併切除を伴うもの）に限
る。）

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳
房切除後）

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによ
るもの）

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるも
の）、内視鏡下胃・十二指腸穿孔瘻孔閉鎖
術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸
瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）及び膣腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）

経カテーテル大動脈弁置換術

胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術
ペースメーカー移植術及びペースメーカー
交換術

経皮的中隔心筋焼灼術
植込型除細動器移植術、植込型除細動器
交換術及び経静脈電極抜去術



両心室ペースメーカー移植術（経及び両心
室ペースメーカー交換術

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極
の場合）及び両心室ペースメーカー交換術
（経静脈電極の場合）

ペースメーカー移植術及びペースメーカー
交換術（リードレスペースメーカー）

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

両室ペーシング機能付き植込型除細動器
移植術及び両室ペーシング機能付き植込
型除細動器交換術

バルーン閉塞下経静脈的塞栓術

補助人工心臓 体外衝撃波胆石破砕術

胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及
び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。）

体外衝撃波膵石破砕術

腹腔鏡下肝切除術 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術及び腹腔鏡下膵体
尾部腫瘍切除術

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの）

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 生体腎移植術

同種死体腎移植術 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

膀胱水圧拡張術 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

人工尿道括約筋植込・置換術 内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡
下胃瘻造設術を含む。）

胎児胸腔・羊水腔シャント術 輸血適正使用加算

輸血管理料Ⅰ 自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

自己生体組織接着剤作成術 胃瘻造設時嚥下機能評価加算

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 広範囲顎骨支持型装置埋入手術

歯周組織再生誘導手術 腹腔鏡下仙骨膣固定術

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がん
に限る）

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術
用支援機器を用いる場合）

腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用
支援機器を用いる場合）

椎間板内酵素注入療法

喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用
いたもの）

鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫
瘍手術を含む。）

角膜移植術（内皮移植加算）
不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル
的手術によるもの）

鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用
いたもの）

腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用
支援機器を用いる場合）

経皮的下肢動脈形成術 胎児輸血術

腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処
置を併施するもの）

同種クリオプレシピテート作製術

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

難治性高コレステロール血症に伴う重度尿
蛋白を呈する糖尿病性腎症に対するLDLア
フェレシス療法

遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳
房切除術（医科点数表第2章第10部手術の
通則の19に規定する手術）

周術期薬剤管理加算



遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子
宮附属器腫瘍摘出術（医科点数表第2章第
10部手術の通則の19に規定する手術）

癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離
操作を行うもの）

緊急穿頭血腫除去術
緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び
水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

舌下神経電気刺激装置埋込術 経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

移植後抗体関連型拒絶反応治療における
血漿交換療法

内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素による
もの）

角結膜悪性腫瘍切除手術
胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術
用支援機器を用いる場合）

緑内障手術（濾過胞再建術（needle法）） 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

内視鏡下鼻・副鼻腔手術5型（拡大副鼻腔
手術）及び経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫
瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術(気管支形成を伴
う肺切除）

腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手
術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡
下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によ
るもの）

内視鏡的小腸ポリープ切除術

内視鏡的逆流防止粘膜切除術 精巣内精子採取術

腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内
視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び
腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの）

体外式膜型人工肺管理料

腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除
を伴うもの）

内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫
瘍摘出術

膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、
埋没陰茎手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部
切開によるもの）

腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 定位放射線治療呼吸性移動対策加算

尿道狭窄グラフト再建術 １回線量増加加算

腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

外来放射線治療加算 定位放射線治療

放射線治療専任加算 体外照射呼吸性移動対策加算

高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療 病理診断管理加算

強度変調放射線治療（IMRT) 麻酔管理料（Ⅱ）

定位放射線治療呼吸移動加算 口腔病理診断管理加算

悪性腫瘍病理組織標本加算
保険医療機関の連携におけるデジタル病
理画像による術中迅速料理組織標本

麻酔管理料(Ⅰ) 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

デジタル病理画像による病理診断 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

保険医療機関間の連携による病理診断 入院ベースアップ評価料



クラウン・ブリッジ維持管理料



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 15例

剖検率（％） 3.32%

(注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療
技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

高度の医療の提供の実績

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・該当なし 　・

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

臨床検査部：43回/年　血液腫瘍科カンファレンス
病理診断部：ＣＰＣ10回

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



No. 研　 究　 課　 題　 名 研究者氏名 所属部門
金 額

（単位：千円）
補助元又委託元

2
慢性肺血栓塞栓性肺高血圧症にお
ける効果的な治療のための画像評価
方法の開発

橋本　英伸
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

0

補助元：令和2年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）

委託元：

（様式第3）　　　　　　　　　　高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

1
AIを用いた心臓CTイメージングによる
冠動脈硬化の新たな定量的評価シス
テムの構築

中西　理子
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

700

補助元：令和4年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（基盤研究（C）（一般））

委託元：

4
がん治療関連心筋障害の早期検出
における高分解能心電計を用いた新
規心電学指標の同定

木下　利雄
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

0

補助元：令和3年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）

委託元：

3
123I-BMIPPを用いた下肢閉塞性動
脈硬化症における新たな診断法の構
築

大久保　亮
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

0

補助元：令和3年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）
委託元：

6
ABCG2阻害とインドキシル硫酸の蓄
積からみた尿酸降下薬の心血管病予
防効果の解明

小池　秀樹
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

0

補助元：令和3年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）
委託元：

5
心筋脂肪酸代謝シンチグラフィによる
心房細動合併HFpEFの新たな予後予
測法の開発

篠原　正哉
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

0

補助元：令和3年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）

委託元：

8
冠微小循環と画像診断を駆使した冠
動脈慢性完全閉塞の多角的評価と
治療効果判定の解明

矢部　敬之
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

700

補助元：令和4年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）
委託元：

7
癌患者の深部静脈血栓症の発症・進
展におけるACE2の関与の解明

久武　真二
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

100

補助元：令和4年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（基盤研究（C）（一般））
委託元：

10
安定狭心症における運動負荷カテー
テル法を駆使した心筋虚血の層別化
と治療の最適化

松本　新吾
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

0

補助元：令和4年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）
委託元：

9
HFpEF合併心房細動の予後改善にお
ける冠微小循環を指標とした治療戦
略の確立

和田　遼
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

1,100

補助元：令和4年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）
委託元：

12
複雑化する成人先天性心疾患に対す
る新たな手術リスク予測モデルの開
発

佐地　真育
東邦大学　医学部(内科
学講座循環器内科学分
野

1,600

補助元：令和5年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）
委託元：

11
心房細動のsubstrate同定と既存法の
融合による新規アブレーション法の確
率

藤野　紀之
東邦大学　医学部（内
科学講座循環器内科学
分野）

1,400

補助元：令和6年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）
（若手研究）
委託元：

13
18F-FDG PET炎症イメージングを用
いた新たな動脈硬化の予後予測指標
の開発

中西 理子
東邦大学　医学部(内科
学講座循環器内科学分
野

0

補助元：：平成31年度科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成金）
（基盤研究（Ｃ））
委託元：

1/26



No. 研　 究　 課　 題　 名 研究者氏名 所属部門
金 額

（単位：千円）
補助元又委託元

（様式第3）　　　　　　　　　　高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

14

脊髄疾患による運動感覚機能障害時
におけるMRIによる脊髄微細構造の
包括的な評価 堀　正明 放射線科 1,800

補助元：令和6年度科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成金）

委託元：

16

小児における近視進行と脈絡膜血流
の関連の解析

松村　沙衣子 眼科 1,300

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：

15

ドライアイにおける眼表面温度と前眼
部血流の関与についての検討

堀　裕一 眼科 1,560

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：

18

眼球提供・あっせんにおける医療の
標準化に資する研究

堀　裕一 眼科 500

補助元：厚生労働行政推進調査事
業費

委託元：

17

角膜の知覚神経、眼表面温度および
血流がコンタクトレンズ装用時の不快
感に与える影響 糸川　貴之 眼科 1,430

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：

20
肺線維症におけるmicroRNA機能に
着目した分子標的治療法開発に向け
た基盤研究

一色　琢磨 呼吸器内科 1,560

補助元：文部科学省科学研究費補
助金

委託元：

19

前眼部難病の診療ガイドライン作成
および普及・啓発の研究

堀　裕一 眼科 500

補助元：厚生労働省難治性疾患政
策研究事業

委託元：

22

下気道細菌叢が肺MAC症の治療効
果に与える影響の検討

卜部　尚久 呼吸器内科 1,430

補助元：文部科学省科学研究費補
助金

委託元：

21
 メタボローム解析を用いた特発性間
質性肺炎急性増悪の病態解明

三好　嗣臣 呼吸器内科 1,430

補助元：文部科学省科学研究費補
助金

委託元：

24

嚥下ロボットとシミュレーションによる
食品窒息のメカニズム解明と新規予
防戦略

道脇　幸博, 関谷
秀樹（分担）

口腔外科学研究室 3,510

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：

23

根尖病巣を起因とした掌蹠膿疱症の
発生機序の解明

福西　佑真 口腔外科学研究室 2,000

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：

26

成果が実証された口腔トリアージ法を
基盤とした周術期口腔管理支援AIア
プリの開発 関谷　秀樹 口腔外科学研究室 1,690

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：

25

嚥下運動における協調構造の解明と
機能的電気刺激による補助 ・再建技
術への応用

道脇　幸博（分
担）

口腔外科学研究室 4,810

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：

28

分娩中の胎児ストレスの定量化によ
る新規胎児管理法の確立及び臨床
応用に向けた研
究

伊藤　歩 産婦人科 1,485

補助元：日本学術振興会科学研究
費助成事業

委託元：

27

スーパーエンハンサーを標的とする
遺伝子発現制御による口腔癌発癌機
構の解明

関谷　秀樹（分
担），兼古　晃輔
（分担）

口腔外科学研究室 1,430

補助元：文部科学省科学研究費

委託元：
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No. 研　 究　 課　 題　 名 研究者氏名 所属部門
金 額

（単位：千円）
補助元又委託元
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30

羊水プロテオーム解析を用いた一絨
毛膜双胎の胎児循環不
全の病態解明 中田　雅彦 産婦人科 1,430

補助元：日本学術振興会科学研究
費助成事業

委託元：

29

羊水中ナトリウム利尿ペプチドを用い
た一絨毛膜双胎における胎児心不全
の病態解析 鷹野　真由実 産婦人科 877

補助元：日本学術振興会科学研究
費助成事業

委託元：

32
作用機序に基づいた日本人の体質に
適したアスピリンによる大腸がんの個
別化予防法開発

松田　尚久 消化器内科 300

補助元：文部科学省科学研究費補
助金

委託元：

31

podoplaninを標的としたヒトリンパ管腫
（リンパ管奇形）に対する光免疫療法
の開発 高橋　正貴 小児外科 3,500

補助元：

委託元：AMED難治性実用化研究
事業

34
大腸内視鏡検診の有効性評価のた
めのランダム化比較試験

松田　尚久 消化器内科 150

補助元：日本医療研究開発機構
（AMED)

委託元：

33

既に実用化されている診断法や新た
に開発された早期発見手法の検診へ
の導入を目指した評価とその情報発
信に関する研究

松田　尚久 消化器内科 2,300

補助元：国立がん研究センター研究
開発費

委託元：

36

新生児低酸素性虚血性脳症の早期
重症度診断法の開発

増本　健一 新生児科 500

補助元：AMED

委託元：

35
がんの予防における実装科学研究の
基盤構築

松田　尚久 消化器内科 2,000

補助元：国立がん研究センター研究
開発費

委託元：

38

ALS多階層病態メカニズムの解明と
治療法開発

狩野　修 脳神経内科 12,000

補助元：

委託元：日本医療研究開発機構
(AMED) 脳神経科学統合プログラム

37

乳児における母乳型脂質摂取の評価

増本　健一 新生児科 2,000

補助元：

委託元：糧食研究会

40

遺伝子治療時代のALS治験即応型レ
ジストリ整備とサロゲートマーカーの
探索 狩野　修 脳神経内科 2,400

補助元：

委託元：日本医療研究開発機構
(AMED) 難治性疾患実用化研究事
業

39

筋萎縮性側索硬化症に対する治療
薬の臨床評価ガイドライン作成に関
する研究 狩野　修 脳神経内科 150

補助元：

委託元：日本医療研究開発機構
(AMED) 医薬品等規制調和・評価研
究事業

42

経口セマグルチドのパーキンソン病
に対する有効性検証および用量探索
試験 狩野　修 脳神経内科 6,600

補助元：

委託元：日本医療研究開発機構
(AMED)　臨床研究・治験推進研究
事業

41

神経炎症に着目した認知症・神経変
性疾患の分子病態解明と治療シーズ
開発 狩野　修 脳神経内科 8,000

補助元：

委託元：日本医療研究開発機構
(AMED) 脳とこころの研究推進プロ
グラム

43

ロボットスーツを用いたALS患者の歩
行機能維持効果を最適化するプロト
コールの確立 平山　剛久 脳神経内科 2,000

補助元：文部科学省科学研究費補
助金・基盤研究(C)

委託元：3/26
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44
稀少難治性皮膚疾患に関する調査
研究

石河　晃 皮膚科学講座 500,000

補助元：厚生労働省科研費

委託元：

46

難治性血管炎の医療水準・患者QOL
向上に資する研究

分担：南木　敏宏 膠原病科 102

〇補助元：厚生労働科学研究費補
助金（難治性疾患等政策研究事業）

委託元：

45

新規蘇生法の開発：胸骨圧迫で脳の
膜電位を回復させることができるか？

武田　吉正 麻酔科 2,000

補助元：

委託元：

48

全身性エリテマトーデスの病態におけ
る腸内細菌叢の関与の解明

分担：西尾　純子 膠原病科 100

〇補助元：科学研究費補助金（基盤
研究C）

委託元：

47

全身性エリテマトーデスの病態におけ
る腸内細菌叢の関与の解明

代表：南木　敏宏 膠原病科 1,100

〇補助元：科学研究費補助金（基盤
研究C）

委託元：

50

単球を介した脂質メディエーターのRA
病態への関与機構の解明 代表：増岡　正太

郎
膠原病科 700

補助元：科学研究費補助金（基盤研
究C）

委託元：

49

新規に同定した破骨前駆細胞を標的
としたステロイド性骨粗鬆症の病態解
明 分担：南木　敏宏 膠原病科 100

〇補助元：科学研究費補助金（基盤
研究C）

委託元：

52

単球を介した脂質メディエーターのRA
病態への関与機構の解明

分担：西尾　純子 膠原病科 100

〇補助元：科学研究費補助金（基盤
研究C）

委託元：

51

単球を介した脂質メディエーターのRA
病態への関与機構の解明

分担：南木　敏宏 膠原病科 100

〇補助元：科学研究費補助金（基盤
研究C）

委託元：

54

胆管上皮細胞傷害からはじまる原発
性硬化性胆管炎の線維化機構の解
明 代表：本村　香織 膠原病科 470

〇補助元：科学研究費補助金（奨励
研究）

委託元：

53

RAに併発する間質性肺炎に関与す
る細胞老化機構の解明

代表：渡邉　萌理 膠原病科 400

〇補助元：科学研究費補助金（若手
研究）

委託元：

56

難治性血管炎の医療水準・患者QOL
向上に資する研究班

分担：杉原　毅彦 膠原病科 113

〇補助元：厚生労働科学研究費補
助金（難治性疾患等政策研究事業）

委託元：

55

自己免疫疾患に関する調査研究

分担：杉原　毅彦 膠原病科 200

〇補助元：厚生労働科学研究費補
助金（難治性疾患政策研究事業）

委託元：

58

高安動脈炎における血管合併症バイ
オマーカーの開発に向けたエビデン
ス創出研究 分担：杉原　毅彦 膠原病科 200

〇補助元：AMED難治性疾患実用
化研究事業

委託元：

57

「介護・福祉・在宅医療現場における
関節リウマチ患者支援に関する研
究」研究班 分担：杉原　毅彦 膠原病科 100

〇補助元：厚生労働科学研究費補
助金 （免疫・アレルギー疾患政策研
究事業）

委託元：
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合計　64件
（注）１．　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する

　　　　　　医師等が申請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判

　　　　　  断される主なものを記入すること。

　　　２．　「研究者氏名」欄は、１つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を

　　　　　　記入すること。

　　　３．　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、

　　　　　　補助元又は委託元を記入すること。

      ４．　記入用紙が足りない場合は、この用紙をコピーしてご使用下さい。

60
自己免疫疾患に合併した間質性肺疾
患の病因・病態・進展メカニズムに関
する研究

村岡　成 膠原病科 2,000

〇補助元：日本リウマチ学会フロン
ティア研究者助成

委託元：

59
―高齢発症RAの病因・病態・診断に
関する研究 杉原　毅彦 膠原病科 2,000

〇補助元：日本リウマチ学会フロン
ティア研究者助成

委託元：

62
CD13/B1R を介する強皮症間質性肺
炎病態形成の分子機構の解明と、そ
の阻害による新規治療開発

村岡　成 膠原病科 1,000

〇補助元：日本リウマチ財団

委託元：

61

ビスホスホネート製剤投与下のステロ
イド性骨粗鬆症に対する、ロモソズマ
ブおよびデノスマブによる逐次療法の
有効性の比較検討

川添　麻衣 膠原病科 3,000

〇補助元：臨床薬理研究振興財団
委託元：

64
小児腎移植者の自己管理行動向上
に寄与するメンタルヘルス要因の
検討と支援方法の構築

大岡　美奈子 精神神経医学講座 2,470

補助元：日本学術振興会 科学研
究費助成事業 基盤（C） (研究課
題番号： 23K10165)

委託元：

63
若年メンタルヘルス援助希求者の包
括的臨床ステージと社会機能の評価

内野　敬 社会実装精神医学講座 1,690

補助元：日本学術振興会 科学研究
費助成事業 若手研究  (研究課題
番号：21K15736)
委託元：
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(１) 高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

№ 著者・共著者 講座名 表題 掲載誌名 発行年月日 論文種別

1

Shikino K,  Shimizu T,  Otsuka Y, Tago
M, Takahashi H,  Watari T,  Sasaki Y
†,  Iizuka G, Tamura H, Nakashima K,
Kotaro Kuni�tomo Suzuki M, Aoyama S,
Kosaka S, Kawahigashi T, Matsumoto T,
Orihara F, Morikawa T,Nishiizawa T,
Hoshina Y, Yamamoto Y, Matsuo Y, Unoki
Y, Kimura H, Tokushima M; Watanuki S,
Saito T Otsuka F,Tokuda F,

医学部　医学科　総合診療・救
急医学講座（大森）

Evaluation of ChatGPT-Generated
Differential Diagnosis

for Common Diseases With
Atypical Presentation:

Descriptive Research

JMIR Medical Education 2024

20240600 Original Article

2

hirata R, Tago M, Shinko K, Watari T,
Takahashi H, Sasaki Y†, Shimizu T

医学部　医学科　総合診療・救
急医学講座（大森）

Standardizing Generalist
Definitions to Improve Evidence
in General Medicine: Addressing
Diverse Interpretations and Lack
of Consistency

Dovepress

20240703 Original Article

3

Hirata R,　Tago M,  Takahashi H,
Watari T, Shikino K, Sasaki Y†,
Shimizu T

医学部　医学科　総合診療・救
急医学講座（大森）

A Questionnaire Study of
Leadership in General Medicine:
General Physicians in Japan are
Facing Challenges in Education
and Research

International Journal of
General Medicine

20241123 Original Article

4

Fujimoto A, Ishii T, Hiraoka T, Ogawa
Y, Sato N, Watanabe N, Nogami A,
Soejima K, Fujii K, Hojo A, Shimizu R,
Nishikawa Y, Dan N, Kobayashi S,
Okamoto Y, Kimura R, Yamaguchi K, Ono
M, Toba T, Matsuda T.

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

A novel hemostatic peptide
solution for common acute
gastrointestinal bleeding
diseases: First case series
study on the treatment results
of endoscopic hemostasis by non-
expert endoscopists.

Digestive diseases (Basel,
Switzerland)

20241200 Original Article

5

Nakagawa H†, Takeda T＊, Okamoto T,
Mie T, Kasuga A, Sasaki T, Ozaka M,
Matsuda T†, Igarashi Y†, Sasahira N.

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Outcomes of 6-mm diameter fully
covered self-expandable metal
stents for preoperative biliary
drainage in pancreatic cancer.

DEN Open

20240409 Original Article

6

Toba T, Karashima R, Fujii K, Inoue K,
Inoue N, Ogawa Y, Hojo A, Fujimoto A,
Matsuda T

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Real-World Data on the
Effectiveness and Safety of
Filgotinib for Ulcerative
Colitis in Japanese Patients: A
Single-Center Experience.

Cureus

20240401 Original Article

7

Hayashi Y, Nagumo H, Fujimoto A,
Takuma K, Matsuda T

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

An effective endoscopic hand-
suturing method for fistula
closure after endoscopic
transgastric drainage for
walled-off necrosis.

VideoGIE

20240401 Case report

8

Ono S, Yamamoto K, Ishibashi F,
Fujimoto A, Urabe Y, Takeda T,
Ishikawa H, Fujishiro M, Gotoda T,
Kaminishi M, Sugano K

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Red dichromatic imaging and
linked color imaging as reliable
image-enhanced endoscopic
procedures for detecting the
distal end of the palisade
vessels in the columnar
metaplastic mucosa of the
gastroesophageal junction zone.

Journal of Gastroenterology

20240701 Original Article

9

Nishizawa T, Watanabe H, Yoshida S,
Matsuno T, Fujimoto A, Matsuda R,
Ebinuma H, Fujishiro M, Saito Y,
Toyoshima O

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Association between colonic
adenoma size and proliferative
zone in the crypt.

Scandinavian Journal of
Gastroenterology

20240801 Original Article

10

Toba T, Karashima R, Fujii K, Inoue K,
Inoue N, Ogawa Y, Hojo A, Fujimoto A,
Matsuda T.

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Real-World Data on the
Effectiveness and Safety of
Filgotinib for Ulcerative
Colitis in Japanese Patients: A
Single-Center Experience

Cureus

20240601 Original Article

11

Toba T, Ishii T, Sato N, Nogami A,
Hojo A, Shimizu R, Fujimoto A, Matsuda
T.

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Effectiveness of a novel ex vivo
training model for gastric
endoscopic submucosal dissection
training: a prospective
observational study conducted at
a single center in Japan.

Clinical Endoscopy

20241104 Original Article

12

Yukiya Narita, Takatsugu Ogata,
Yasunobu Ishizuka, Tomoki Sakakida,
Munehiro Wakabayashi, Hiroyuki Kodama,
Kazunori Honda, Toshiki Masuishi,
Hiroya Taniguchi, Shigenori Kadowaki,
Masashi Ando, Masahiro Tajika, Kei
Muro

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Trifluridine/tipiracil with and
without ramucirumab for advanced
gastric cancer: a comparative
observational study

Scientific Reports

20240603 Original Article

13

Akinobu Nakata, Naoya Hashimoto,
Yukiya Narita, Munehiro Wakabayashi,
Hiroyuki Kodama, Takatsugu Ogata,
Kazunori Honda, Toshiki Masuishi,
Hiroya Taniguchi, Shigenori Kadowaki,
Masashi Ando, Yuka Endo, Haruru
Kotani, Ayumi Kataoka, Masaya Hattori,
Akiyo Yoshimura, Masataka Sawaki,
Kazuki Nozawa, Isao Oze, Hiroji Iwata,
Kei Muro

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Safety of a short-term infusion
of fosnetupitant in patients
with gastrointestinal and breast
cancer: a prospective study

The oncologist

20240911 Original Article

14

Hiroyuki Kodama, Shigenori Kadowaki,
Yasunobu Ishizuka, Munehiro
Wakabayashi, Tomoki Sakakida, Kazunori
Honda, Toshiki Masuishi, Yukiya
Narita, Hiroya Taniguchi, Masashi
Ando, Toshihiro Kishikawa, Hoshino
Terada, Shintaro Beppu, Daisuke
Nishikawa, Hidenori Suzuki, Nobuhiro
Hanai, Kei Muro

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Paclitaxel plus cetuximab versus
nivolumab for patients with
platinum-refractory recurrent or
metastatic head and neck
squamous cell carcinoma: a
retrospective analysis

International Journal of
Clinical Oncology

20250300 Original Article

15

◎Teppei Matsui, Hidenari Nagai,
Takanori Mukozu, Noritaka Wakui,
Takahisa Matsuda, Yoshinori Igarashi

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Variceal bleeding following
treatment with atezolizumab plus
bevacizumab in two patients with
unresectable hepatocellular
carcinoma.

Clinical journal of
gastroenterology

20241217 Case report

16
Matsuda T, Fujimoto A, Igarashi Y 医学部　医学科　内科学講座

消化器内科学分野（大森）
Colorectal Cancer: Epidemiology,
Risk Factors, and Public Health
Strategies.

Digestion

20250212 Review
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17

Tsuzuki Y, Shiotani A, Miyaguchi K,
Ono S, Saito Y, Sugimoto M, Naito Y,
Nomura S, Handa O, Hisamatsu T,
Fujishiro M, Matsuda T, Morita Y,
Yahagi N, Chan FKL, Ang TL, Abdullah
M, Tablante MC, Prachayakul V, Li B,
Jung HY, Matsumoto H, Shiomi R, Imaeda
H

医学部　医学科　内科学講座
消化器内科学分野（大森）

Questionnaire Survey on the
Diagnosis and Treatments of
Eosinophilic Gastrointestinal
Diseases (EGID) in Asia.

Digestion

20250213 Original Article
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20240404 Original Article

241

Kazuki Amemiya, Sota Sadamoto, Ken
Miyazawa, Minoru Shinozaki, Sayaka
Ban, Yoshitsugu Miyazaki, Somay
Yamagata Murayama, Kazutoshi Shibuya,
and Naobumi Tochigi

医学部　医学科　病院病理学講
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caused by type 1 autoimmune
pancreatitis.

Clinical Journal of
Gastroenterology

20240401 Case report

255
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In-hospital initiation of
angiotensin receptor-neprilysin
inhibition in acute heart
failure: the PREMIER trial

European Heart Journal

20241108 Original Article

261

Shimanuki Y†, Sakamoto S＊†, Yoshida
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呼吸器内科学分野（大森）, 医
学部　医学科　臨床検査医学講
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Successful treatment by
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BMC neurology

20240801 Original Article
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医学部　医学科　内科学講座
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A preliminary study on the
effects of long-term robot suit
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function and quality of life in
patients with spinal and bulbar
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Journal of clinical
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journal of the Neurosurgical
Society of Australasia
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医学部　医学科　内科学講座
神経内科学分野（大森）, 医学
部　医学科　内科学講座　循環
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Journal of Nippon Medical
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Comparison of MIBG uptake in the
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内科学分野（佐倉）

Emergency Revascularization for
Acute Vertebral Artery Occlusion
Accompanied by Systemic Lupus
Erythematosus: A Case Report.

Cureus
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Associations of gut microbiota
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with systemic lupus
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Comparison of efficacy of
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of the Japanese Circulation Society

20240625 Original Article
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Hanai Y＊†, Matsumoto K, Endo A, Hanawa K, Hashi
H, Miyazaki T†, Yamaguchi T†, Harada S†, Yokoo
T, Uekusa S, Asakawa D, Yokoyama Y, Namiki T, Isoda
R, Enoki Y, Taguchi K, Matsuo K†

薬学部　医療薬学教育センター／臨床薬学
研究室, 医学部　医学科　微生物・感染症
学講座, 医学部　医学科　総合診療・救急
医学講座（大森）

Treatment success prediction in patients
with methicillin-resistant coagulase-
negative staphylococci infections, using
vancomycin AUC24/MIC ratio: A multicentre
retrospective cohort study

Journal of Antimicrobial Chemotherapy

20250100 Original Article

317

Shusuke Uekusa＊†, Misaki Nakashin, Yuki Hanai†,
Maho Nemoto, Sachiko Yanagino, Yoshiki Arita,
Takahiro Matsumoto, Noritaka Wakui†, Hidenari
Nagai†, Koji Higai†, Kazuhiro Matsuo†

薬学部　医療薬学教育センター／臨床薬学
研究室, 医学部　医学科　内科学講座　消
化器内科学分野（大森）, 薬学部　医療薬
学教育センター／病態解析学研究室

Risk factors for lenvatinib-induced
hypertension in patients with
hepatocellular carcinoma: a retrospective
study

British journal of clinical
pharmacology

20241231 Original Article

318

Shusuke Uekusa＊†, Maho Nemoto, b, Yuki Hanai†,
Misaki Nakashin, Sachiko Yanagino, Yoshiki Arita,
Takahiro Matsumoto, Noritaka Wakui†, Hidenari
Nagai†, Koji Higai†, Kazuhiro Matsuo†

薬学部　医療薬学教育センター／臨床薬学
研究室, 薬学部　医療薬学教育センター／
病態解析学研究室, 医学部　医学科　内科
学講座　消化器内科学分野（大森）

Risk factors for lenvatinib-induced palmar-
plantar erythrodysesthesia syndrome in
patients with hepatocellular carcinoma: a
retrospective study

Cancer Medicine

20240800 Original Article

319 Mashimo S,  Matsuoka A, Tanese K, Kano O,  Ishiko A 医学部　医学科　皮膚科学講座（大森） Idiopathic Multiple Localized Lipoatrophy Mimicking
Amyotrophic Lateral Sclerosis

Cureus 202412

320
Ken Ishii, oritto Ishii, Akira Ishiko, Takashi Hashimoto 医学部　医学科　皮膚科学講座（大森） Pemphigus Autoantibodies to Desmocollin 3 but Not

to Desmocollin 1 Directly Block Heterophilic
Desmoglein/Desmocollin Transinteraction.

J Invest Dermatol 202404

321
Karin Furukawa, Kaichi Kaneko, Mai Kawazoe, Kotaro
Shikano, Takahiko Sugihara, Toshihiro Nanki

Long-term effectiveness and safety of
denosumab for osteoporosis in patients with
rheumatic diseases

Journal of Rheumatology

322

Kaichi Kaneko, Makoto Kaburaki, Sei Muraoka, Kotaro
Shikano, Nahoko Tanaka, Mai Kawazoe, Shinichi
Kawai, Toshihiro Nanki

Effectiveness of daily teriparatide in
managing glucocorticoid-induced
osteoporosis in rheumatic disease patients
after switching from bisphosphonate therapy

323

Takahashi M＊， Fujishiro J， Nomura S， Harada M，
Hinoki A，Arake M， Ozeki E，　Hara I, Satoh A，
Tainaka T， Uchida HO， Morimoto Y.

医学部　医学科　外科学講座　小児外科学
分野（大森）

DDS-type near-infrared light　absorber
enables deeper lesion treatment in laser
photothermal therapy while　avoiding damage
to surrounding organs.

Front Bioeng Biotechnol

20240815 Original Article
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(注)

1

2

3

4

5

6 「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を
行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属し
ている大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含める
ものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

 「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

（手順書：見出し抜粋）委員会設置について、医学部長および病院長の責務について 

倫理委員会の役割について、委員ならびに事務に従事する者の責務について 

教育・研修について、申請の手続について、審査事項について、報告について 

記録の保存について、審査結果等の公表について 

実施状況の報告、調査・中止および変更命令について、臨時の専門部会の設置について 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年10回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

（手順書：見出し抜粋）設置について、目的について、構成員について、職務について、予算に

ついて、事務について、規程改定について 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年10回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年1回 



 ・研修の主な内容 

「APRIN e-ラーニングプログラム」（Ｗｅｂ講習につき受講は常時可能） 

「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針および利益相反について」（Ｗｅｂ動画につき視

聴常時可能） 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 (様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

1 研修の内容 

東邦大学医学部は「より良き臨床医の育成」を学是としている。「より良き臨床医」とは、患者

さんを全人的にかつ高い技術と適切な態度で診ることができる医師と考えている。卒後2年間の

初期臨床研修が修了し、3年目以降は各自それぞれの専門分野に所属し研修を行うが、この後期

臨床研修は、将来の医師としての質を決定する重要な期間である。 

当院では、後期研修開始の卒後3年目以降は院内助教の職位を設け、大学付属病院においては専

門性を求めた研修を行い、教育関連病院においては、それぞれの科の一般性を軸とした研修を行

うことにより、幅広くかつ専門性の高い両輪での教育を実践している。 

現在、具体的な後期研修プログラムには19の基本領域の他、多数のコース（口腔外科含む）があ

り（https://www.trainee.med.toho-u.ac.jp//kouki/p2024.html）、臨床医としての基礎から専

門性の高い領域までの教育が行われ、各分野の認定医・専門医・指導医などの資格を取得できる

教育体制を整えている。もちろん、臨床のみならず、研究活動を同時に行い、学位を取得するこ

とも可能である。さらに、後輩の教育も重要な責務であり、医学生や初期臨床研修医の教育を通

じて、「より良き臨床医」としての基盤を構築できる研修体制を確立している。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績  

  上記研修を受けた医師数      １８６．８ 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者  

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

池田 隆徳 内科 教授 39年  

髙月 晋一 小児科 教授 28年  

石河 晃 皮膚科 教授 39年  

根本 隆洋 精神科 教授 30年  

大塚 由一郎 外科 教授 33年  

高橋 寛 整形外科 教授 37年  

中田 雅彦 産婦人科 教授 35年  

堀 裕一 眼科 教授 30年  

和田 弘太 耳鼻咽喉科 教授 29年  

中島 耕一 泌尿器科 教授 31年  

周郷 延雄 脳神経外科 教授 37年  

堀 正明 放射線科 教授 28年  

武田 吉正 麻酔科 教授 38年  

栃木 直文 病理診断科 教授 25年  

吉澤 定子 臨床検査科 准教授 30年  

鈴木 銀河 救急科 講師 14年  

荻野 晶弘 形成外科 教授 26年  

大國 生幸 リハビリテーション科 准教授 28年  

佐々木 陽典 総合診療科 教授 19年  
松田 尚久 消化器内科 教授 31年  
池田 隆徳 循環器内科 教授 39年  
岸 一馬 呼吸器内科 教授 35年  
竹林 ちあき 血液腫瘍科 臨床准教授 29年  
弘世 貴久 糖尿病・内分泌科 教授 40年  
酒井 謙 腎センター 教授 39年  



狩野 修 脳神経内科 教授 26年  
南木 敏宏 膠原病科 教授 35年  
大塚 由一郎 消化器外科 教授 33年  
伊豫田 明 呼吸器外科 教授 34年  
藤井 毅郎 心臓血管外科 教授 35年  
髙橋 正貴 小児外科 臨床准教授 20年  
緒方 秀昭 乳腺・内分泌科 臨床教授 37年  
端詰 勝敬 心療内科 教授 32年  
田中 耕一郎 東洋医学科 准教授 23年  
関谷 秀樹 口腔外科 准教授 33年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修  

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容・研修の期間・実施回数・研修の参加人数 

◇ 輸液ポンプ等医療機器に関する研修・5月7日～5月10日（90分×15回）・123名 

◇ BLS・AED研修（看護師）・7月１日～11月1日（3ｈ×計9回）・106名 

◇ インフォームドコンセント：10月22日～10月24日（2ｈ×2回）・100名 

◇ 看護倫理研修Ⅰ・10月10日～10月17日（3時間×3回）・103名 

◇ 看護倫理研修Ⅱ・10月17日（4時間×1回）・17名 

◇ がん看護基礎研修・11月11日～12月27日の期間（e-learning）102名 

◇ アナフィラキシー対策 実施回数 6月6日 １回 参加人数 54名 

◇ 人工呼吸器研修 2024年4月3日～11月1日 18回  421名 

◇ 輸液ポンプ等医療機器に関する研修・5月7日～5月10日  4回  122名 

◇ 除細動器研修 10月１日～10月28日   9回   70名 

◇ 小型シリンジポンプTE-362PCA研修：2025年2月1日～3月31日  12回  357名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容・研修の期間・実施回数・研修の参加人数 

◇ メンバーシップ研修：5月17日～6月8日（3h×4回）・103名 

◇ コミュニケーション研修：9月26日～10月31日（4時間×2回）・36名 

◇ プリセプター研修：2月13日～2月27日（3h×4回）・120名 

◇ 看護補助者研修（看護補助者）：6月1日～8月13日の期間（e-learning）・60名 

（看護師）：6月1日～8月13日の期間（e-learning）・967名 

◇ 看護管理者研修（各種） 

・看護師長研修：8日間（1.5ｈ×9回）・241名 

・師長補佐研修：2月19日・3月12日（1.5ｈ×2回）・36名 

・新師長研修：7月18日（2h×1回）・3名 

・新師長補佐研修：8月1日（2ｈ×1回）3名・ 

2月10日（1.5ｈ×１）・3名 

・新主任看護師研修：8月8日・8月9日（8.5ｈ×2）5名 

2月25日（3ｈ×1回）4名  

   ・主任看護師研修：6日間（1.0h×6回）・172名 

   資格 

◇ 看護教育担当・指導者研修：5月23日～1月23日（1.5ｈ×3回）・66名 

 

◇東邦大学3病院医療安全研修 

TeamSTEPPSに関する講義・臨床倫理に関する事例検討： 

1日・年1回：51名（大森病院従業員の参加人数） 

◇CVC挿入認定医研修：中心静脈カテーテル挿入技術：半日・年2回：19名 

 



②  他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況  

・研修の主な内容：循環器疾患に関する高度かつ専門的な医療情報についての研修 

 ・研修の期間・実施回数：1日・1回 

 ・研修の参加人数：全体で50名（内研修医10名前後） 

◇第157回心臓の会、2024年12月12日開催、心臓画像診断 

・第156回心臓の会：新しい心不全治療-僧帽弁閉鎖不全症に対するMitraClip- 

      2023.1.27、40名 

 ・第157回心臓の会：心臓大血管手術の限界への挑戦-合併症のない手術を行うために- 

2023.5.25、40名 

 

(注)1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注)2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施 

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門 

的な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に 

勤務する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画  〇２．現状  
管理責任者氏名 病院長 酒井 謙 

  管理担当者氏名 医療安全管理部･部長 前村俊満、感染管理部･部長 舘田一博、薬剤部・部長 松

本高広、臨床工学部 技師長補佐 吉岡祐滋、総合相談部 部長 和田弘太、中央放
射線部 次長 鈴木博、医療情報管理センター 課長 草道裕子、総務課 事務次長
涌井芳樹、人事課 事務次長 樋山恵、医事課 課長 加藤富士男 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・書面綴りキャビネット
での施錠保管管理 
・電子保存およびターミ
ナルデジット方式にて
分類 
・診療記録・診療諸記録
取り扱いに関する規定 
 
※診療録の学外への持出
は原則禁止（「診療記録
・診療諸記録取り扱いに

関する規定」に準ずる） 

各科診療日誌 医療情報管理センター 

処方せん 医療情報管理センター 

手術記録 医療情報管理センター 

看護記録 医療情報管理センター 

検査所見記録 医療情報管理センター 

エックス線写真 医療情報管理センター 

紹介状 医療情報管理センター 

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報管理センター 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 ・当該規程・規約等に準
じ、担当部門において、
コンピュータ又はファ
イル等により保管、管理
している。 

高度の医療の提供の実績 診療科及び総務課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

診療科及び総務課 
 

高度の医療の研修の実績 診療科及び総務課 

閲覧実績 医療情報管理センター 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

薬剤部及び医事課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部 
・当該規程・規約等に準
じ、担当部門において、
コンピュータ又はファ
イル等により保管、管理
している。 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理部 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

総務課及び医療安全管理
部 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染管理部 
・当該規程・規約等に準
じ、担当部門において、
コンピュータ又はファ
イル等により保管、管理
している。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染管理部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染管理部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染管理部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学部および中央放

射線部 
従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部および中央放
射線部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部および中央放
射線部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部および中央放

射線部 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理部およ
び総務課 

・当該規程・規約等に
準じ、担当部門におい
て、コンピュータ又は
ファイル等により保管
、管理している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課及び感染管理
部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全管理部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療情報管理センタ

ー 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

高難度新規医療技術
管理部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

未承認新規医薬品等
管理部 

監査委員会の設置状況 法人本部および病院
総務課 

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

総合相談部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全管理部 

職員研修の実施状況 医療安全管理部 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全管理部およ

び総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

法人本部および総務
課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

法人本部および総務
課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

法人本部および総務
課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

　閲覧責任者氏名 事務部総務課　事務次長　涌井　芳樹

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・個人情報管理室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

事務部総務課　課長補佐　髙橋　由美子

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

病院宛てまたは病院長宛の公文書（書面）による依頼・照会に基づき、閲覧の申込みを受け付ける。受
け付けられた内容に対し、病院長が認めた内容について閲覧を実施する。
なお、閲覧は、管理部署（事務部総務課）職員ならびに関係の教職員が立ち会い、指定の閲覧場所
（個人情報管理室）にて行う。

　閲覧の手続の概要

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
    有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

Ⅰ 医療安全管理に関する基本的方針  
  Ⅱ 組織および体制 
  Ⅲ 職員研修 
  Ⅳ 報告等に基づく医療に係る安全確保を目的とした改善方策 
  Ⅴ 医療事故発生時の対応 
  Ⅵ 医療従事者と患者との間の情報共有 
  Ⅶ 患者等からの苦情・相談への対応 
  Ⅷ 医療安全のための外部評価 
  Ⅸ 本指針の見直し 
 

 

 
②  医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ）医療安全管理委員会 
・ 開催状況：年 ４６ 回 
 
1)重大な問題、医療安全管理委員会において取り扱うことが適当な問題が発
生した場合は、速やかに原因究明のための調査及び分析を行う。 
原因究明のための調査及び分析は、客観的事実から構造的原因を分析する 
ものであり、個人の責任追及を行うものではないことに留意する。 
 

2)分析の結果を活用した医療安全の確保を目的とした改善方策の立案及び実
施並びに従業者への周知を行う。医療安全の確保を目的とした改善方策の
立案及び実施並びに従業者への周知とは、組織としての改善方策を企画立
案及び実施し、医療機関において情報を共有するものである。また、改善
方策は、背景要因及び根本原因を分析し検討された効果的な再発防止策等
を含むものである。 

 
3)改善方策の実施状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しを行う。改
善方策の実施状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しとは、同様の
事故等の発生状況の確認や、医療安全管理委員会の構成員が定期的に関係
部署の巡回を行うなどをして調査を行い、必要に応じて医療安全の知見に
基づいた見直しを行うものである。 

 
4)必要な検討内容について患者への対応状況を含め管理者へ報告する｡ 
   

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年２回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
医療安全管理、感染管理、医薬品安全管理、医療機器安全管理、医療放射線安
全管理、産業保健、個人情報管理、臨床倫理 
 
   ・第１回 全体研修  2285 名（6/18～7/31） 
   ・第２回 全体研修  2198 名（12/16～1/18） 
 
 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
 ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1)院内での医療事故やヒヤリハット、その他報告が必要な事象に遭遇した場
合インシデント報告分析支援システム（あんしん君）へ入力し、医療安全
管理部へ報告する。 

 入院患者の死亡は、電子カルテ上で退院登録した際に、病院長、医療安全
管理責任者、医療安全管理部へ自動でメール送信され、報告される。 

2)管理者が定める22項目に該当する症例は、毎日報告（院長報告）として、
院内報告システム（モニタ君）へ入力し、医療安全管理部へ報告する。 

  その後、医療安全管理上の課題が認められる事例等は、関係者にMMカンフ
ァレンスの開催、また必要時、医療安全報告書の提出を求める。 

3)毎週開催される医療安全管理委員会において、あんしん君と毎日報告（院
長報告）で報告され全事例を評価する。その内、改善が必要と思われる事
例については、関係者へ改善策の策定を求める。院内で協議・調整が必要
な改善策は、上位の会議体である医療の質統括会議へ提出する。 

4)医療安全管理者を中心に少数部署を対象にして週1回院内巡視を行う。ま
た、医療安全管理委員会の委員を中心に全ての部署を対象にして年2回院
内巡視を行う。院内巡視により各種ルールの遵守状況を確認する。 

 
 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    〇有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

骨子「院内感染より患者及び医療従事者の身を守るために、手指衛生及び感染予防策を徹底

させる」 

   １．感染対策に関する基本的考え方 

２．感染対策のための委員会等の組織に関する基本的事項 

３．感染対策のための従事者に対する研修に関する基本指針 

４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

５．感染症発生時の対応に関する基本方針 

６．他病院との連携に関する基本方針 

７．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 

８．その他の感染対策の推進のために必要な指針 

 
 
②  院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容：毎月１回定例として委員会を開催 
 

・厚労省・東京都等からの通達 

・感染症報告書の集計報告 

・主要菌サーベイランス報告 

・抗菌薬使用状況、耐性菌発生件数報告 

・ICTラウンド結果報告 

・耐性菌警告書発行報告 

・マニュアル改定・作成報告 

・研修報告 

・感染防止対策加算における連携に関する活動報告等を行い 
院内感染上問題となる状況やその徴候について審議。 
また、衛生委員会、医療安全管理部と連携し、感染対策の推進を図っている。 

 
 
③  従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 15 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）：全職員対象とした全体研修を年2回実施 
 

・新規採用者対象の院内感染の基礎知識等 

・微生物検査の提出と結果の解釈 



 
 
 

 

・感染症診療の基本とＴＤＭ・届出 

・結核画像診断・空気感染予防策 

・カテーテル関連血流感染対策 

・耐性菌伝播予防策の知識の習得 

・院内清掃を行う職員のための感染対策 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （〇有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・各検査部における各種耐性菌の早期発見 

・電子カルテシステムを利用した感染情報の共有 

・臨床現場における感染予防策の徹底 

・各種サーベイランスの実施 

・病棟・外来・その他施設の環境ラウンド及び耐性菌検出患者のラウンドの実施 

・抗菌薬適正使用の教育・推進活動 

・感染対策関連マニュアルの見直しと改訂 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置   
 
 
①  医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
  有 ・無 

 
②  従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
・医薬品の有効性・安全性に関する情報 
・使用方法に関する事項 
・業務手順書に関する事項 
・副作用が発生した場合の対応に関する情報 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状

況 
 
・手順書の作成        （ 有 ・無 ） 
・手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
・医薬品の業務手順書の作成 
・医薬品の安全使用のための研修 
・業務手順書に基づく実施状況の確認・記録 
・改善のための方策の実施 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ・無 ） 
 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
免疫チェックポイント阻害薬におけるiRAEに対して、インフリキシマブ注の適応外使用申請 

 外来化学療法センターにおける包括的な承認を求められ、外来化学療法センター長による管理体
制のもと複数診療科での使用を許可した。 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1) PMDAおよび製薬企業からの医薬品安全情報を速やかに伝達（お知らせの配布・院内ネット  

（メール配信）の利用・会議報告） 
2) クオリティマネージャー会議等を通じて報告内容を全職員に閲覧し周知を図っている。 
3) 院内副作用報告は医薬品情報室で一元化し、薬事委員会で報告後職員にも情報を発信し 

ている。 
以上の情報は、院内イントラネットで職員が全て随時入手できる体制となっている 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置    
 
 
①  医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
  有 ・無 

 
②  従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年４２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・人工心肺・IMPELLAについての講義 
    ・人工呼吸器の操作、注意事項についての講義および実技指導 
    ・放射線治療装置の操作、注意事項についての講義 
    ・閉鎖式保育器の操作、注意事項についての講義 
    ・除細動器のの操作、メンテナンス、注意事項についての講義 
 
 
 
③  医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・医療機器に係る計画の策定        （ 有 ・無 ） 
 
 ・機器ごとの保守点検の主な内容：人工呼吸器、放射線治療装置、血液浄化装置、 

閉鎖式保育器、人工心肺装置、補助循環装置、除細動器 
 

・院 内 実 施 定 期 保 守    ：輸液・シリンジポンプ、血液浄化装置、除細動器、電気メス 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有 ・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 
 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況   

 
    有・無 

・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療安全・医療の質に関わる担当者を指揮し、当院の医療安全を統括する。当院では医療安全担当
副院長の医師がその役割を担う。 
毎週開催される医療安全管理委員会に、医療安全管理部、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管
理責任者、医療放射線安全管理責任者等が参加、各担当業務の状況を医療安全管理責任者に報告し
ている 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況    

 
 有（1名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況  

・医薬品安全管理責任者は、医療法施行規則第９条２０の２第３項第３号イ、ロに掲げる措置を適
切に実施するとともに、その担当者に医療安全管理室専従の薬剤師を配置している。 
・医療安全管理室専従の薬剤師を活用し、新規採用職員・中途採用職員に対する医薬品安全使用の
ための教育を実施している。 
・医薬品に関する情報の収集・整理、周知は、医薬品情報室に行わせている。 
  

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

・医薬品安全管理責任者は医療安全管理室専従薬剤師に指示し、各部署からの未承認や適応外・禁
忌に使用する医薬品情報を収集し報告を受ける。医療安全管理室専従薬剤師は医療安全管理委員会
にて報告を行う。これらの報告から医薬品安全管理責任者は、必要に応じ医薬品の適正使用にかか
る注意喚起（禁忌等や緊急安全性情報等）を院内全体に行わせ、必要に応じ手順の見直しを行って
いる。 

 

・担当者の指名の有無（ 有 ・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部，職種 薬剤師    ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況   有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容 

インフォームドコンセントのテンプレートの集計により、看護師の同席の状況を確認している。 



 
 
 

 

医療事故や重大な合併症が発生した場合は、医療安全管理部がインフォームドコンセントに関する 

カルテ記載を確認し、不十分な場合は患者・家族への更なる説明を指示する場合がある。 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況   有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

【診療録等の記載内容の確認】 

 全退院患者の診療録・診療諸記録について確認を行う[量的監査]と全診療科の診療録・診療諸記録

について確認を行う[質的監査][多職種監査]にて診療録等の記載内容を確認している。診療内容の監

査については、以下の項目を中心に「診療録・診療諸記録監査マニュアル」に則って確認を行い、不

備などがあれば当該責任者と記載医へ通知を行っている。 

 ●確認項目：診療記録（検閲状況、入院同意の記載状況、経過記録の適時記載等）、インフォームド

コンセント、カンファレンス記録、手術記録、退院サマリー、書類（入院診療計画書・検査等承諾書

・手術承諾書・麻酔承諾書） 

 

【主な指導（通知）内容】 

 各項目の未記載・不備、病名の訂正・追加、日付の誤り、略語の訂正、ＩＣや書類の不備 等 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況  有・無 

・所属職員：専従（10）名、専任（2）名、兼任（15）名 

 うち医師：専従（ 1）名、専任（ ）名、兼任（5）名 

 うち薬剤師：専従（ 1）名、専任（ ）名、兼任（ 1）名 

 うち看護師：専従（ 4）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

１）医療安全管理に関する基本的考え方や組織に関する基本的事項について明示した指針の策定 

  に関すること 

２）インシデント及びアクシデントの実態の把握と、その背景要因の分析と評価に関すること 

３）医療の質の向上に関すること 

４）院長報告基準に該当する事例が発生した場合、診療録その他の記録棟が正確かつ十分になさ 

  れていることの確認及び指導、事例の記録、保管に関すること 



 
 
 

 

５）医療事故発生時の患者や家族の説明など対応状況についての確認、及び事故等の原因究明 

  が適切に実施されていることの確認及び、指導に関すること 

６）医療に係る安全の確保に資する診療状況の把握及び、職員の医療の安全に関する意識の向上 

  の状況を確認し記録すること 

７）医療安全に関わる連絡調整に関すること 

８）医療の質統括会議の記録事務に関すること 

９）相談窓口等の担当者と密接な連携を図り、医療安全に係る患者・家族の相談に適切に応じる 

  体制を支援すること 

10）定期的に院内を巡回し各部門における医療安全対策の実施状況を把握・分析し、医療安全 

  確保のために必要な業務改善等の具体的な対策に関すること 

11）医療安全管理部に関わる研修会の企画・運営に関すること 

12）医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び保存、その他医療安全管理 

  委員会の庶務に関すること 

13）医療安全文化の醸成に関すること 

14）その他医療安全の推進に関すること 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況   

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 15 件）、及び許可件数（ 11 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 〇有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 〇有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

高難度新規医療技術の導入を行う際には、各診療科から書類で高難度新規医療技術管理部門に申

告する。高難度新規医療技術管理部は内容を確認し、評価委員会での審議が必要か否かを審議す

る。評価委員会は管理部門とは独立しており、導入の可否、導入の方法を審議しその結果を管理部

へ報告する。報告を受けた管理部は、評価委員会の審議結果を踏まえ、技術の提供の適否等につい

て病院長に報告し、最終的な導入の決定を行う。 

 実施前と実施後、３ヶ月後、６ヶ月後、１年後に患者の状況の確認（モニタリング）を行い、病

院長に報告する。 



 
 
 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 〇有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 〇有・無 ） 

 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況   

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（18 件）、及び許可件数（17 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（〇有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（〇有・無 ） 

・活動の主な内容： 

国内未承認の医薬品・医療機器または国内承認済みの医薬品・医療機器を保険適応外で使用した場

合は、各診療科から書類で未承認新規医薬品等管理部に申請を行う。未承認新規医薬品等管理部は

内容を確認し、評価委員会での審議が必要か否かを審議する。評価委員会は使用の可否を検討し管

理部へ検討結果を報告する。報告を受けた管理部は、評価委員会での結果を評価し、最終的な使用

開始の決定を行う。使用を認めた医薬品や医療機器について、患者への説明および医療行為が適切

に行われているかをモニタリングし評価する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（〇有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （〇有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況   

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 449 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 321 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

（入院患者が死亡した場合の報告事項） 

名称：院内死亡報告 

入院患者が亡くなると、担当医は電子カルテで退院決定処理を行う。退院決定処理と同時に、病院

長、医療安全管理責任者、医療安全管理部等へ当該情報が自動でメール送信される。 

医療安全管理部は、死亡・死産症例の診療記録を確認し、予期せぬ死亡かどうか、医療行為に起因

するかどうかを確認する。医療安全管理部内で検討したうえで、毎週開催される医療安全管理委員



 
 
 

 

会で報告し、必要な対応等について審議する。医療安全管理部は検証結果を病院長へ報告してる。 

（入院患者の死亡以外の水準） 

名称：毎日報告（院長報告） 

システム：モニタ君 

報告内容：濃厚な処置や治療が必要となる(3b 以上となり得る)22 項目を院長が設定、毎日病棟等関

係部署より発生があったかどうか、あった場合は項目番号が医療安全管理部へ報告される。 

対応：医療安全管理部内で毎日、現病等による病状の悪化か、予期したものか、加えられた追加治

療は何か、3b以上であるか、等を検討する。医療安全管理部内の検討結果を、毎週開催される医療

安全管理委員会で報告し、必要な対応等について審議する。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況  

・他の特定機能病院等への立入り 

（ 有（病院名：聖路加国際病院、帝京大学医学部附属病院 無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ 

（ 有（病院名：聖路加国際病院、帝京大学医学部附属病院・無） 

・技術的助言の実施状況  技術的助言はなかった。 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況  

・体制の確保状況 

窓口の名称 : 総合相談・がん相談支援センター 

相談日・時間 : 月曜日から金曜日 9:00 から 17:00 

              土曜日  9:00 から 14:00 

                (祝日・第 5土曜日・年末年始・創立記念日 6/10 は除く) 

責任者氏名 : 和田弘太(医師) 

(活動状況等) 

●患者等への明示方法 

・ポスタ－を 1号館・2号館・3号館・5号館入り口付近、各科外来、検査施設等、 

 全病棟に掲示し案内している。 

・病院リ－フレット「総合相談のご案内」を配布用として 9か所に配置している。 

・入院受付で配布している「入院のご案内」に掲載している。 

・総合相談部入口横にカウンタ－を設け積極的に対応を行っている。 

・院内案内図「AO(総合相談部)」場所(窓口)を案内している。 



 
 
 

 

・ホ－ムペ－ジに総合相談部の「主な活動」「相談内容」などを掲載している。 

●患者等が不利益を受けないよう適切に配慮の具体的方策 

・東邦大学医療センタ－大森病院 総合相談部規約第 14 条(相談情報の秘密保護)の 

 規定順守。 

・ポスタ－、リ－フレット、ホ－ムペ－ジに「個人情報を厳守し、不利益が生じないよう 

配慮しています」と記載している。 

●相談窓口以外の相談方法 

・ご意見箱の設置(23 か所) 

・電話相談 

・大森病院ホ－ムペ－ジ上にご意見・お問い合わせを受け取れる 

・入力フォ－ムの設置 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況  

・全体研修（年 2回の医療安全研修：医療安全、感染、医薬品、医療機器、医療放射線、個人情

報、インフォームドコンセント、医療倫理など） 

・新入職者対象クオリティーマネジメント研修（２回／医療ガス、医療安全） 

・新研修医対象 医療安全研修（医療安全・医療機器） 

・ＣＶＣ挿入認定医研修、ＣＶＣインストラクター指導医養成研修会 

・東邦大学３病院合同医療安全研修会（医療倫理・医療安全） 

・  
（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 総務、 

・研修の実施状況 

 管理者（病院長）、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、医

療放射線安全管理責任者が、日本医療機能評価機構の開催する 2024 年度特定機能病院管理者研修

（初回または継続）を受講した。 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改



 
 
 

 

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

令和 3年 3月 24～26 日に公益財団法人 日本医療機能評価機構受審 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

結果について、病院ホームページにて公表。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

① 患者説明・承諾書の改訂文書使用の徹底・継続的なモニタリングを実施。 

② ＢＬＳ.ＡＥＤ講習会の年次計画を立て実施。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 

規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

  東邦大学医学部附属病院長選任規程（内規）（令和3年1月1日 一部改訂） 

   ・特定機能病院の被選任権者については前項に加え医療の安全の確保のために必要な

資質及び能力（医療安全管理業務の経験や患者安全を第一に考える姿勢及び指導力

を含む）及び組織管理能力等の当該病院を管理運営する上で必要な資質及び能力（

当該病院内外での組織管理経験を含む）を有する者とする。また、選考に当たって

、選考委員会は、求める資質及び能力についてあらかじめ当該病院のホームページ

に公表しなければならない。 

   ・医療安全管理者業務の経験とは、各号のいずれかの業務に従事した経験を有する者と

する。 

（１）医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者の業務 

（２）医療安全管理委員会の構成員としての業務 

（３）医療安全管理部門における業務 

（４）その他上記に準じる業務 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   病院のウェブサイトにて、規程を公表 

   https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/senkou.html 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 

 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
   有・ 無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   病院のウェブサイトにて、規程を公表 

   https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/senkou.html 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由  

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

炭山 嘉伸 理事長 〇 選任規程による 有・無 

白井 久己 常務理事  選任規程による 有・無 

中村 俊一郎 常務理事  選任規程による 有・無 

高松 研 学長  選任規程による 有・無 

池田 隆徳 医学部長  選任規程による 有・無 

狩野 修 病院所属の教授  選任規程による 有・無 



 
 

船橋 公彦 病院所属の教授  選任規程による 有・無 

中島 耕一 病院所属の教授  選任規程による 有・無 

田中 耕一郎 病院所属の准教授  選任規程による 有・無 

佐地 真育 病院所属の講師  選任規程による 有・無 

小林 七郎 外部委員  選任規程による（利害関係無し） 有・無 

亀山 周二 外部委員  選任規程による（利害関係無し） 有・無 
 
  



 
 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 

 診療部委員会（病院意思決定機関）で、病院の運営方針、中期計画、予算及び決算などを審議

する。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

 

 会議の議事録等は院内イントラネットを用いて、各部署で閲覧できる仕組みにしている。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 内部規程は院内イントラネットを用いて、各部署で閲覧できる仕組みにしている。 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

診療部委員会名簿 別紙参照    

    
 
 
  



 
 

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 
 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
    病院ウェブサイト（https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/tokutei.html） 

および院内細則 
 
 ・ 規程の主な内容 
 
   管理者が病院の管理・運営に必要な指導力を発揮できる内容、有する権限を記載している。 
   ＜一部抜粋＞ 

管理者は、前項に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項に関する職務を行う。 
（１）医療安全管理について、十分な知見に基づく高度な医療安全管理体制の確保 
（２）高度かつ先進的な医療の提供 
（３）病院組織の総合的な状況把握と、これらを含めた適切な病院の管理及び運営 
（４）高度の医療技術の研究、開発及び評価 
（５）学生、医師、関連医療職の医療に関する教育及び研修等の実施 
（６）地域医療機関との連携 
（７）診療及び病院の運営等に関する諸記録の適正な管理 
（８）病院に関する経営情報等の把握と経営状況の改善 
（９）病院情報システムの管理 
（10）病院の個人情報の管理 
（11）病院の事業計画、中期計画、予算の策定及び管理 
（12）病院の施設整備及び改善 
（13）病院に勤務する職員の労働環境及び労働条件の改善 
（14）理事会への病院部門の意向提言及び病院職員への経営方針等重要事項の周知 
（15）理事長から特別に委任された事項 
（16）その他の病院運営に関する重要な事項 

 
 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
   別紙参照（執行部担当表） 
 
 
 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
   院内研修として、将来構想若手勉強会の開催 
   外部研修として、医事研究会、医療安全研修などへ参加している。 
 
 
  



 
 

規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

  ◇委員会は、当該病院における医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、

医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者等の業務状況について、管理者等から報告を

求め、または必要に応じて自ら確認を実施する。医療安全に関する研修報告、事故事例報告、

医療安全運営改善報告などがこれにあたる。 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 病院ウェブサイトにて公開 

 https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/evaluation/audit.html 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

福島 靖正 国立保健医療

科学院名誉院

長（医師） 

〇 医療に係る安

全管理に関す

る識見を有す

る者 

有・〇無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

小西 貞行 小西貞行法律

事務所（弁護

士） 

 法律に関する

識見を有する

者 

有・〇無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

岩本 裕 ジャーナリス

ト 

 医療メディア

に関する識見

を有する者 

有・〇無 医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者 

渡邉 善則 

Ｒ6.7.1～ 

東邦大学 学長

（医師） 

 医療に関する

識見を有する

者 

〇有・無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

池田 隆徳 東邦大学医学

部長 

（医師） 

 医療に関する

識見を有する

者 

〇有・無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
  法人本部監査室 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   学内ポータルサイト 
 
 

 
 
  



 
 

規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
     ◇理事会（法人） 
 
    理事会は、病院の予算執行状況等、管理運営に関する重要事項について監督する 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年11回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年11回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 学内ポータルサイト 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：理事会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

理事会名簿 別紙参照   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（令和 6年度：0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 全体研修および各種会議にて報告、院内通知文での発信 

 

 

 



令和7年4月1日現在

理事長 炭山  嘉伸

常務理事 中村  俊一郎

常務理事 髙阪  朋宏

理事 渡邉  善則

理事 池田  隆徳

理事 多田  周右

理事 古田  寿昭

理事 尾立  篤子

理事 酒井  謙

理事 渡邉  学

理事 鈴木  啓悦

理事

理事 小家  一彦

理事 五味  達哉

理事 高原  章

理事 尾関  博之

理事 額田  均

理事 加藤  裕芳

理事 伊藤  展枝

理事 菊地  京子

理事 福島  富士子

監事（常勤） 白井  久己

監事 西込  明彦

監事 山田  眞之助

学校法人東邦大学  役員（理事・監事）名簿









(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

◇ 地域連携学術セミナーを年１回開催し、当院の診療内容・方針を理解していただき、 

地域医療機関との医療連携促進に役立てている。 

◇ 公開講座を実施し、一般の方に対して、広く情報発信を行っている。年間10回開催を 

計画している 

◇ 広報誌「おかげさん」を年4回発行し、当院の診療科医師などの紹介、診療内容について

広く情報発信を行っている。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

組織横断的なチームを形成することで、複数の診療科・多職種の職員が連携して 

従前より診療対応に当たっている。呼吸ケア、褥瘡ケア、認知症ケアチーム、周術期センター 

身体拘束最小化チーム等がこれにあたる。 
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